The type and purpose of the pictorial village maps drawn in the feudal domains and the regional characteristics imprinted/concealed in them by 松尾 容孝
1村
絵
図
の
種
類
・
目
的
と
地
域
性
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
松
尾
容
孝
専
修
大
学
文
学
部
教
授
一
は
じ
め
に
小
論
の
目
的
は
、
江
戸
時
代
中
後
期
に
お
け
る
村
絵
図
に
つ
い
て
の
分
類
案
を
、
諸
藩
の
領
国
経
営
と
地
域
条
件
を
踏
ま
え
て
提
示
し
、
村
絵
図
の
地
域
性
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
矢
守
一
彦
は
、
江
戸
時
代
に
諸
藩
で
作
成
さ
れ
た
絵
図
を
、
幕
用
図
と
藩
用
図
に
大
別
し
た
が
、
村
絵
図
は
藩
と
村
に
よ
っ
て
必
要
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
藩
用
図
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
一
）
。
諸
藩
は
、
同
じ
く
幕
藩
体
制
の
仕
組
み
の
中
に
あ
る
の
で
、
村
絵
図
の
作
成
契
機
が
藩
に
お
け
る
必
要
に
よ
る
と
は
い
っ
て
も
、
幕
藩
制
の
も
と
で
諸
藩
共
通
の
ニ
ー
ズ
た
と
え
ば
石
高
制
や
村
請
制
、
蔵
入
や
給
知
（
給
地
）、
開
発
や
荒
廃
、
地
名
や
権
利
関
係
な
ど
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
基
本
に
な
り
、
か
な
り
の
程
度
類
似
し
た
絵
図
が
作
成
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
各
藩
は
自
立
的
な
領
国
支
配
・
領
国
経
営
を
行
い
、
所
在
す
る
地
域
条
件
を
ふ
ま
え
た
在
地
管
理
を
展
開
し
た
た
め
、
独
自
の
村
絵
図
を
作
成
す
る
契
機
も
十
分
存
在
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し
た
。
村
絵
図
に
は
、
こ
れ
ら
両
方
の
特
色
が
内
在
し
、
表
出
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
先
に
『
宮
津
市
史
絵
図
編
』
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
村
絵
図
お
よ
び
複
数
の
村
々
か
ら
な
る
広
域
じ
か
た
の
絵
図
に
つ
い
て
、「
地
方
絵
図
」
の
名
称
の
も
と
、
分
類
案
を
提
示
し
、
代
表
的
な
絵
図
三
〇
〜
四
〇
点
に
対
し
て
現
地
比
定
を
行
い
、
絵
図
の
解
説
を
行
っ
た
（
注
二
）
。
小
論
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
知
見
を
追
加
し
て
村
絵
図
の
種
類
と
目
的
に
つ
い
て
検
討
し
、
分
類
案
を
再
検
討
す
る
。
ま
ず
、『
宮
津
市
史
絵
図
編
』
に
お
い
て
行
っ
た
村
絵
図
の
分
類
案
を
解
説
し
、
そ
の
限
界
を
確
認
・
修
正
す
る
。
つ
い
で
、
既
存
研
究
に
よ
る
村
絵
図
の
分
類
案
と
村
絵
図
に
関
連
す
る
議
論
を
紹
介
・
検
討
し
て
、
な
す
べ
き
課
題
を
示
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、
後
章
に
お
い
て
そ
の
課
題
群
を
順
次
検
討
す
る
。
村
絵
図
は
、
そ
の
多
く
が
公
立
図
書
館
・
文
書
館
・
博
物
館
等
の
機
関
に
保
管
さ
れ
、
控
図
が
当
該
の
藩
政
村
を
継
承
す
る
区
・
大
字
等
の
施
設
や
旧
家
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
展
示
や
所
蔵
資
料
の
整
理
・
目
録
作
成
・
公
開
に
携
わ
る
図
書
館
・
博
物
館
等
で
の
研
究
蓄
積
や
、
市
町
村
史
類
の
刊
行
時
の
調
査
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
研
究
成
果
が
多
い
（
注
三
）
。
村
絵
図
は
領
国
支
配
・
領
国
経
営
上
の
必
要
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
る
在
地
性
の
強
い
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
各
地
の
藩
や
代
官
支
配
領
域
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
村
絵
図
の
研
究
に
対
し
て
は
、
と
り
わ
け
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
学
び
、
図
録
や
市
町
村
史
所
収
の
絵
図
関
連
資
料
を
渉
猟
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
二
『
宮
津
市
史
絵
図
編
』
で
の
分
類
の
修
正
と
研
究
史
の
整
理
（
一
）
『
宮
津
市
史
絵
図
編
』
で
行
っ
た
村
絵
図
の
分
類
と
そ
の
修
正
案
宮
津
藩
と
宮
津
市
域
の
天
領
を
対
象
に
、
一
部
に
近
代
期
の
地
籍
図
も
含
ん
で
、
約
三
〇
〇
点
の
市
内
各
区
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
村
3 村絵図の種類・目的と地域性についての覚え書き（松尾）
絵
図
を
対
象
に
し
て
示
し
た
分
類
案
は
、
図
１
の
通
り
で
あ
じ
か
た
る
。
こ
の
分
類
で
は
、「
地
方
絵
図
」
を
「
村
絵
図
」
の
総
称
、
つ
ま
り
広
義
の
村
絵
図
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
、
複
数
の
村
々
の
範
囲
を
描
く
「
広
域
絵
図
」
と
一
村
を
対
象
と
す
る
「
一
村
（
絵
図
）」
と
を
二
大
別
し
た
。
こ
こ
で
「
一
村
（
絵
図
）」
と
は
、
お
お
む
ね
、
江
戸
時
代
に
、
村
の
全
域
・
一
部
を
対
象
地
域
と
し
、
村
あ
る
い
は
村
を
管
轄
す
る
機
関
が
作
成
し
た
絵
図
を
意
味
す
る
。「
広
域
絵
図
」
は
複
数
の
村
々
が
村
の
領
域
を
越
え
る
広
域
情
報
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
絵
図
を
指
す
。
一
方
、「
一
村
（
絵
図
）」「
屋
敷
・
田
畑
（
絵
図
）」「
山
野
河
海
（
絵
図
）」
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
絵
図
の
名
称
を
付
与
し
た
分
類
を
行
わ
ず
、「
村
絵
図
」
の
名
称
を
、
よ
り
狭
義
の
、
一
般
図
的
性
格
を
有
す
る
村
概
観
絵
図
と
こ
れ
を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
と
す
る
主
題
図
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
た
。
一
村
を
対
象
地
域
と
す
る
絵
図
に
限
定
し
た
場
合
、
村
全
体
の
景
観
を
概
観
的
に
表
現
し
た
絵
図
と
、
村
内
各
地
の
小
字
地
名
、
村
高
や
開
発
・
荒
廃
の
様
子
な
ど
特
定
の
主
題
図１ 『宮津市史 絵図編』（２００５．３）でおこなった地方絵図（広義の村絵図）の分類
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を
表
現
し
た
絵
図
と
が
あ
る
。
前
者
は
一
般
図
と
し
て
の
色
彩
が
強
く
、
後
者
は
主
題
図
と
し
て
の
色
彩
が
強
い
。
主
題
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
時
に
は
特
定
の
地
目
あ
る
い
は
村
内
の
部
分
地
域
の
み
が
強
調
さ
れ
た
絵
図
に
も
な
り
う
る
。
た
だ
、
宮
津
市
域
に
残
存
す
る
絵
図
で
は
、
村
内
の
小
字
地
名
を
示
し
た
絵
図
、
村
高
を
示
し
た
絵
図
、
村
内
の
荒
廃
や
開
発
の
箇
所
を
示
し
た
絵
図
も
、
す
べ
て
村
概
観
絵
図
を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
情
報
を
描
い
た
絵
図
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
、「
村
絵
図
」の
名
称
で
括
っ
た
。
「
村
絵
図
」
の
名
称
を
こ
の
よ
う
に
限
定
的
に
用
い
た
結
果
、「
地
方
絵
図
」（
広
義
の
村
絵
図
）
と
狭
義
の
「
村
絵
図
」
と
の
間
に
所
在
す
る
、「
一
村
（
絵
図
）」「
屋
敷
・
田
畑
（
絵
図
）」「
山
野
河
海
（
絵
図
）」
は
、
一
般
に
は
「
村
絵
図
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
さ
ら
異
な
る
範
疇
の
絵
図
に
分
類
せ
ざ
る
を
得
な
い
窮
屈
な
状
態
を
生
じ
た
。
一
般
図
と
し
て
の
色
彩
が
強
い
概
観
的
な
村
絵
図
は
、
お
お
む
ね
料
紙
一
枚
に
、
村
ご
と
に
あ
る
程
度
定
ま
っ
た
構
図
で
描
か
れ
る
。
こ
れ
を
「
村
概
観
絵
図
」
と
名
づ
け
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
し
て
各
種
主
題
図
を
作
成
し
た
宮
津
藩
の
状
況
を
示
せ
た
こ
と
は
こ
の
分
類
の
利
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宮
津
藩
で
は
、
耕
地
を
お
お
む
ね
全
筆
描
く
一
村
単
位
の
絵
図
「
一
筆
耕
地
絵
図
」
が
天
保
六
〜
一
二
（
一
八
三
五
〜
一
八
四
一
）
年
に
作
成
さ
れ
た
特
色
を
有
す
る
。
本
絵
図
を
「
村
概
観
絵
図
」
と
好
対
照
を
な
す
絵
図
と
し
て
提
示
で
き
る
点
も
こ
の
分
類
の
利
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
分
類
体
系
と
し
て
は
前
記
の
問
題
点
を
残
し
た
。
ま
た
、「
広
域
絵
図
」
に
分
類
し
た
絵
図
群
に
つ
い
て
も
、
宮
津
市
に
残
る
広
域
絵
図
に
は
地
点
間
の
位
置
関
係
や
藩
領
内
の
蔵
入
地
・
給
地
の
別
の
表
示
の
よ
う
に
直
接
の
村
向
き
の
用
事
以
外
の
た
め
の
絵
図
も
あ
れ
ば
、
松
尾
（
二
〇
〇
五
）
に
収
録
し
た
絵
図
の
よ
う
に
、
江
戸
後
期
に
、
伊
能
図
の
影
響
と
海
岸
防
備
の
重
視
の
た
め
村
々
が
負
っ
た
海
岸
測
量
で
の
担
当
域
の
表
示
の
よ
う
に
、
複
数
村
が
共
同
で
作
成
・
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
絵
図
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
、「
広
域
絵
図
」
の
範
疇
と
し
て
扱
っ
た
。
し
か
し
、
郷
な
ど
の
範
域
に
所
在
す
る
複
数
村
の
庄
屋
が
連
署
し
て
個
々
の
村
の
役
割
・
機
能
を
表
現
す
る
絵
図
を
村
絵
図
に
分
類
し
、
5 村絵図の種類・目的と地域性についての覚え書き（松尾）
村
絵
図
や
村
々
が
提
出
す
る
絵
図
資
料
を
用
い
て
作
成
す
る
藩
行
政
上
の
広
域
絵
図
か
ら
分
離
す
る
方
が
い
い
と
判
断
し
、
前
者
に
「
村
々
絵
図
」
の
語
を
あ
て
、
後
者
に
「
広
域
絵
図
」
の
語
を
あ
て
る
こ
と
に
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、『
宮
津
市
史
』
で
の
分
類
を
図
２
の
よ
う
に
修
正
し
て
、
小
論
を
進
め
る
た
た
き
台
と
し
て
提
示
す
る
。
修
正
案
で
は
、「
地
方
絵
図
」
の
語
は
そ
の
ま
ま
用
い
、
郡
図
な
ど
の「
広
域
絵
図
」
と
「
村
絵
図
」
を
対
の
位
置
に
置
き
、
村
絵
図
を
複
数
の
村
々
を
対
象
と
す
る
「
村
々
絵
図
」
と
自
村
域
を
対
象
と
す
る
「
一
村
絵
図
」
に
分
類
す
る
。
そ
の
上
で
、「
一
村
絵
図
」
を
描
写
対
象
に
よ
っ
て
「
全
村
域
」「
屋
敷
・
田
畑
（
耕
地
）」「
山
野
河
海
」
に
三
分
し
、
図
１
の
下
位
分
類
項
目
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
変
更
な
く
活
用
し
た
。
こ
の
分
類
に
よ
っ
て
、
約
三
〇
〇
点
の
残
存
絵
図
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
範
疇
に
属
す
る
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
ま
た
こ
の
図２ 『宮津市史 絵図編』所収の村絵図の分類修正案
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分
類
は
、
宮
津
地
域
の
村
絵
図
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
村
概
観
絵
図
」
と
「
一
筆
耕
地
絵
図
」（
以
後
、「
耕
地
全
図
」
と
呼
称
す
る
）
の
二
類
型
を
対
比
的
に
提
示
す
る
こ
と
に
も
適
っ
て
い
る
。
図
２
の
分
類
を
出
発
点
に
し
て
、
日
本
全
国
の
体
系
的
な
村
絵
図
分
類
と
、
村
あ
る
い
は
村
を
管
轄
す
る
機
関
に
よ
る
作
成
で
あ
る
点
と
、
独
自
の
領
国
管
理
と
地
域
条
件
を
反
映
し
た
絵
図
で
あ
る
点
に
留
意
し
て
、
村
絵
図
の
検
討
を
進
め
よ
う
。
（
二
）
村
絵
図
等
の
研
究
史
の
整
理
ま
ず
、
包
括
的
に
近
世
絵
図
、
近
世
の
村
絵
図
を
扱
っ
た
研
究
か
ら
み
て
い
く
。
村
絵
図
の
研
究
は
、
つ
と
に
木
村
東
一
郎
（
一
九
六
二
、
六
七
、
七
八
、
八
七
）
が
あ
る
（
注
四
）
。
木
村
は
、
江
戸
前
期
に
は
村
切
り
に
よ
る
藩
政
村
の
誕
生
に
よ
り
、
境
界
争
論
と
り
わ
け
山
論
絵
図
が
占
め
る
比
率
が
高
く
、
中
後
期
に
開
発
の
進
行
・
深
化
を
受
け
た
検
地
と
詳
細
な
村
絵
図
へ
の
更
新
が
進
行
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
木
村
は
江
戸
時
代
前
期
に
江
戸
後
期
と
比
べ
て
簡
略
な
一
村
絵
図
が
諸
藩
に
お
い
て
作
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
研
究
史
を
踏
ま
え
れ
ば
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
検
地
帳
を
作
成
し
た
が
、
検
地
帳
と
対
に
し
て
村
絵
図
を
作
成
す
る
こ
と
は
一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
延
宝
年
間
頃
の
村
絵
図
が
、
た
と
え
ば
天
領
の
大
和
国
吉
野
郡
の
村
（
川
上
郷
白
屋
（
白
矢
）
村
な
ど
）、
大
垣
藩
な
ど
で
作
成
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
検
地
等
に
関
わ
る
村
絵
図
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
決
し
て
点
数
は
多
く
な
い
。
日
本
全
体
で
の
江
戸
前
期
の
作
成
状
況
に
つ
い
て
は
十
分
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
当
時
の
村
絵
図
は
、
村
概
観
絵
図
の
場
合
、
最
少
必
要
枚
数
の
料
紙
に
鳥
瞰
図
（
俯
瞰
図
）
と
し
て
描
か
れ
て
い
て
、
こ
の
視
座
が
後
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
と
推
測
す
る
が
、
通
時
的
な
検
討
は
必
ず
し
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
川
村
博
忠
（
一
九
九
二
）
は
、
近
世
絵
図
の
種
類
を
分
類
し
、
諸
藩
の
地
方
絵
図
整
備
を
整
理
し
、
藩
絵
図
方
の
業
務
・
役
割
を
論
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じ
た
。
諸
藩
の
中
で
最
も
絵
図
・
地
図
の
調
製
に
熱
心
で
、
地
図
に
よ
る
地
域
管
理
を
江
戸
時
代
中
期
か
ら
押
し
進
め
た
の
は
萩
藩
で
あ
っ
た
。
川
村
（
一
九
九
二
）
は
、
萩
藩
の
地
方
絵
図
に
関
す
る
分
析
の
ほ
か
、
尾
張
藩
の
天
保
〜
嘉
永
期
の
村
絵
図
と
数
度
に
わ
た
る
地
誌
の
編
纂
を
は
じ
め
、
諸
藩
の
状
況
を
追
加
し
て
分
析
し
た
。
こ
う
し
て
、
近
世
中
後
期
の
大
縮
尺
村
絵
図
の
調
製
・
活
用
に
よ
る
藩
政
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
本
書
が
、
地
方
絵
図
・
村
絵
図
に
関
す
る
現
在
の
研
究
の
水
準
と
い
え
よ
う
（
注
五
）
。
た
だ
、
川
村
の
関
心
は
、「
藩
政
基
本
資
料
」
と
し
て
の
村
絵
図
の
視
角
に
限
定
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
五
十
嵐
勉
（
一
九
九
〇
）
も
、
佐
賀
鍋
島
藩
に
よ
る
大
縮
尺
郷
村
図
に
つ
い
て
、
神
埼
郡
を
事
例
に
紹
介
と
分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
通
じ
て
、
萩
藩
の
一
村
絵
図
（
一
村
限
明
細
絵
図
）
や
尾
張
藩
の
一
村
絵
図
（
四
枚
継
や
六
枚
継
の
村
絵
図
）
と
そ
れ
を
基
に
し
た
郡
図
等
の
編
集
、
佐
賀
藩
の
郷
村
図
（
村
々
絵
図
）、
鳥
取
藩
の
耕
地
全
図
な
ど
、
近
世
後
期
に
一
部
の
藩
が
藩
政
基
本
資
料
と
し
て
作
成
し
た
村
絵
図
、
そ
の
一
部
と
し
て
の
大
縮
尺
の
測
量
村
絵
図
の
こ
と
が
、
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
岩
崎
公
弥
（
一
九
九
五
）
は
、
こ
れ
ら
を
地
誌
的
資
料
と
し
て
活
用
す
る
可
能
性
を
論
じ
、
梶
川
勇
作
・
溝
口
常
俊
（
一
九
九
九
、
二
〇
〇
一
）
は
、
尾
張
藩
の
村
絵
図
を
用
い
て
名
古
屋
周
辺
地
域
に
つ
い
て
実
践
し
た
。
尾
張
藩
や
徳
島
藩
な
ど
に
よ
る
こ
れ
ら
の
村
絵
図
の
調
製
が
、
知
行
所
の
所
在
地
の
明
示
を
作
成
目
的
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
る
点
に
、
羽
山
久
男
（
二
〇
一
五
）
は
注
目
し
た
（
注
六
）
。
以
上
の
研
究
の
後
も
、
近
世
絵
図
に
関
す
る
研
究
は
み
ら
れ
る
が
、
関
心
の
方
向
が
異
な
り
、
村
絵
図
に
関
す
る
研
究
は
、
川
村
以
後
あ
ま
り
深
ま
っ
て
い
な
い
。
鳴
海
邦
匡
（
二
〇
〇
七
）
は
、
近
世
の
村
絵
図
と
り
わ
け
山
論
絵
図
を
対
象
に
す
る
が
、「
廻
り
検
地
」
を
指
標
に
し
た
鳴
海
の
検
討
は
測
量
技
術
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
地
図
史
に
関
心
を
収
斂
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
金
田
章
裕
・
上
杉
和
央
（
二
〇
一
二
）、
上
杉
（
二
〇
一
五
）
は
い
ず
れ
も
村
絵
図
へ
の
言
及
に
乏
し
い
。
次
に
、
各
地
の
図
書
館
・
博
物
館
・
文
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
藩
政
資
料
と
し
て
の
地
方
絵
図
、
村
絵
図
に
関
す
る
研
究
成
果
を
み
よ
う
。
こ
の
成
果
は
、
所
蔵
資
料
の
整
理
や
市
町
村
史
の
関
連
成
果
と
し
て
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
早
い
成
果
で
あ
る
尾
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張
藩
村
絵
図
に
関
す
る
安
藤
慶
一
郎
・
矢
守
（
一
九
六
四
）
以
降
現
在
ま
で
、
多
く
の
成
果
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
注
七
）
。
山
口
県
文
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
萩
藩
の
絵
図
資
料
を
整
理
し
て
、
川
村
（
一
九
八
八
）
が
藩
政
基
本
資
料
と
し
て
の
地
方
絵
図
の
種
類
と
内
容
・
作
成
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
萩
藩
の
藩
政
用
地
図
に
つ
い
て
表
１
の
分
類
案
を
示
し
た
。
鳥
取
藩
に
お
い
て
文
政
年
間
か
ら
天
保
年
間
に
作
成
さ
れ
た
、
田
畑
地
続
帳
と
田
畑
字
限
絵
図
お
よ
び
田
畑
地
続
全
図
に
関
し
て
、
松
尾
（
一
九
九
四
、
一
九
九
七
、
二
〇
〇
〇
）
が
資
料
の
紹
介
・
解
説
と
、
絵
図
を
活
用
し
て
鳥
取
平
野
の
江
戸
末
期
の
農
地
と
農
村
の
復
元
を
行
っ
た
。
ま
た
、
鳥
取
県
立
博
物
館
（
一
九
九
七
）
が
資
料
調
査
報
告
書
を
発
行
し
た
（
注
八
）
。
松
江
藩
が
文
政
年
間
以
降
に
作
成
し
た
輪
切
絵
図
に
関
し
て
、上
杉
・
大
矢
幸
雄
・
石
倉
舞
美（
二
〇
一
二
）
が
資
料
所
在
調
査
・
紹
介
を
行
っ
て
い
る
（
注
九
）
。
館
蔵
資
料
の
整
理
や
市
町
村
史
類
で
の
成
果
は
、
そ
の
村
絵
図
に
長
く
か
か
わ
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
者
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
大
部
な
資
料
を
丹
念
に
分
析
し
た
成
果
、
地
域
実
態
を
十
分
認
知
し
た
う
え
で
の
絵
図
と
地
域
と
の
対
比
が
な
さ
れ
る
の
で
、
史
料
批
判
・
史
料
解
説
の
点
で
一
日
の
長
が
あ
る
。
そ
の
成
果
を
受
け
て
個
々
の
藩
領
の
実
態
を
、
地
域
間
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
間
の
共
通
性
と
地
域
的
特
色
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
具
体
的
な
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
具
体
的
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
所
蔵
機
関
が
精
細
な
画
像
を
部
分
的
に
公
開
す
る
こ
と
も
あ
る
。
市
町
村
史
幕府への提出図 藩用図
見取図 測量図 編集図
村図 宰判図（管内図） 郡図 国図 地下図
知行所図など
小村図（耕地図） 山図 道筋図 川筋図 開作
図 海防図 損所図 論所図
注） 川村（１９８８）の表１
一般図
主題図
作成目的
作成方法
内容による分類
表１ 川村博忠（１９８８）による萩藩の藩政用地図の分類
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類
の
延
長
線
上
に
、
歴
史
地
誌
的
に
村
絵
図
に
描
か
れ
た
地
域
を
解
説
し
、
そ
れ
に
地
形
図
、
空
中
写
真
と
村
絵
図
を
組
み
合
わ
せ
て
多
角
的
な
解
説
を
公
開
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
下
松
市
史
通
史
編
』
が
、
萩
藩
の
『
地
下
上
申
絵
図
』（
一
村
限
明
細
絵
図
）
を
用
い
て
一
八
世
紀
中
後
期
村
落
の
解
説
を
行
い
、
歴
史
地
誌
的
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
上
記
の
、
村
絵
図
を
直
接
の
研
究
対
象
と
す
る
研
究
と
は
異
な
り
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
明
治
前
期
の
地
租
改
正
時
の
大
蔵
省
や
改
正
局
の
資
料
に
は
、
江
戸
時
代
の
土
地
・
租
税
関
係
資
料
と
幕
藩
時
代
の
旧
慣
に
関
す
る
言
及
が
多
い
。
大
蔵
省
（
一
八
八
二
、
一
九
七
九
復
刻
）
に
よ
る
、
金
沢
藩
全
藩
領
域
に
お
け
る
二
〇
年
間
隔
の
割
地
制
と
石
を
基
準
に
し
た
租
税
負
担
の
特
色
の
指
摘
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
（
注
一
〇
）
。
地
租
改
正
は
、
全
地
筆
に
対
す
る
排
他
的
個
別
土
地
所
有
権
を
確
定
し
、
地
券
発
行
と
地
価
に
基
づ
く
定
率
地
租
の
賦
課
へ
と
土
地
管
理
と
租
税
方
式
を
大
転
換
し
、
そ
の
確
立
の
た
め
地
籍
図
・
土
地
台
帳
を
調
製
し
た
。
こ
の
調
製
過
程
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
に
諸
藩
が
作
成
し
た
検
地
帳
と
村
絵
図
は
格
好
の
資
料
に
供
さ
れ
た
。
一
方
、
土
地
割
換
制
（
割
地
制
）
は
地
租
改
正
の
遂
行
を
妨
げ
る
の
で
、
各
地
で
改
正
局
は
割
換
制
か
ら
永
代
所
有
へ
の
転
換
を
強
力
に
進
め
た
。
こ
れ
ら
の
実
施
過
程
の
記
録
や
収
集
資
料
は
国
税
局
、
法
務
局
等
に
保
管
さ
れ
、
廃
棄
を
免
れ
た
資
料
が
現
存
し
て
い
る
（
注
一
一
）
。
幕
藩
制
か
ら
明
治
移
行
期
の
土
地
制
度
史
や
社
会
経
済
史
を
研
究
し
て
い
る
研
究
者
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
い
て
江
戸
時
代
の
土
地
制
度
に
関
し
て
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
き
た
。
成
果
は
、
戦
前
か
ら
近
年
ま
で
長
い
期
間
に
わ
た
る
（
注
一
二
）
。
こ
れ
ら
の
指
摘
と
土
地
租
税
資
料
は
、
村
絵
図
の
考
察
に
と
っ
て
も
有
用
で
参
考
に
な
る
（
注
一
三
）
。
上
記
の
研
究
史
の
整
理
が
示
す
よ
う
に
、
大
半
の
既
存
研
究
は
、
藩
政
資
料
と
し
て
の
視
点
か
ら
み
た
村
絵
図
の
種
類
・
目
的
・
用
途
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
藩
用
図
と
し
て
の
村
絵
図
の
機
能
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
動
向
と
は
異
な
る
視
角
と
し
て
、
中
世
荘
園
絵
図
研
究
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
空
間
認
識
の
側
面
か
ら
の
研
究
視
角
が
あ
り
う
る
（
注
一
四
）
。
凡
例
に
よ
る
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現
の
内
容
・
形
式
・
方
法
の
定
式
化
が
進
行
し
た
村
絵
図
に
荘
園
絵
図
を
題
材
に
し
た
際
と
同
じ
よ
う
に
空
間
認
識
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
村
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
村
絵
図
に
は
、
空
間
認
識
の
側
面
か
ら
分
析
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
視
角
か
ら
の
分
析
は
小
論
に
お
い
て
は
一
部
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
三
諸
藩
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
村
絵
図
―
種
類
と
目
的
―
（
一
）
村
絵
図
の
作
成
目
的
と
藩
政
に
お
け
る
活
用
近
世
中
後
期
に
お
け
る
諸
藩
の
村
絵
図
に
つ
い
て
、
作
成
目
的
・
藩
政
に
お
け
る
活
用
・
図
の
概
要
を
、
図
２
の
村
絵
図
分
類
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
検
討
し
よ
う
。
ア
．
鳥
取
藩
、
宮
津
藩
、
村
岡
陣
屋
で
の
耕
地
全
図
ま
ず
、
鳥
取
藩
に
お
け
る
耕
地
全
図
（
一
筆
耕
地
絵
図
、
耕
地
地
続
全
図
）
を
対
象
と
す
る
。
鳥
取
藩
で
は
、
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
も
し
く
は
寛
永
一
〇
（
一
六
三
三
）
年
の
検
地
の
時
に
検
地
帳
（
御
図
帳
）
が
作
成
さ
れ
た
が
、
村
絵
図
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。
村
絵
図
は
、
文
政
年
間
か
ら
作
成
が
検
討
さ
れ
、
大
半
が
天
保
一
〇
〜
弘
化
二
（
一
八
三
九
〜
一
八
四
五
）
年
に
作
成
さ
れ
た
鳥
取
藩
田
畑
地
続
全
図
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
松
尾
（
一
九
九
四
）
に
お
い
て
、
全
図
と
と
も
に
関
連
す
る
字
限
図
と
字
寄
帳
、
お
よ
び
明
治
前
期
の
地
籍
図
と
土
地
台
帳
を
対
象
に
、
土
地
・
租
税
関
係
資
料
の
所
在
状
況
を
鳥
取
市
域
の
藩
政
村
・
大
字
に
つ
い
て
表
に
示
し
た
。
ま
た
、
田
畑
地
続
全
図
の
凡
例
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
法
美
郡
生
山
村
を
例
に
と
っ
て
、
田
畑
地
続
全
図
と
地
籍
図
を
ト
レ
ー
ス
し
て
対
比
し
、
明
治
初
期
の
合
筆
以
前
の
詳
細
な
地
筆
、
一
筆
内
部
に
お
け
る
畦
に
よ
る
せ
ま
ち
（
田
の
区
画
）
の
違
い
が
判
別
で
き
る
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詳
細
な
地
図
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
図
３
）。
ま
た
、
鳥
取
平
野
の
範
囲
を
対
象
に
、
残
存
す
る
天
保
地
続
全
図
を
ト
レ
ー
ス
し
て
、
米
軍
空
中
写
真
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
両
者
の
地
筆
を
筆
レ
ベ
ル
で
対
応
さ
せ
て
特
定
で
き
る
精
度
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た（
松
尾
二
〇
〇
〇
）。
鳥
取
藩
で
は
、
文
政
・
天
保
期
に
検
地
が
行
わ
れ
て
、
御
立
山
と
地
井
手
の
図
冊
が
藩
政
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
続
い
て
、
天
保
・
弘
化
年
間
に
小
字
耕
地
図
冊
『
田
畑
地
続
字
限
絵
図
』
が
御
図
帳
『
田
畑
字
寄
地
続
帳
』
と
対
に
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
耕
地
全
図
『
田
畑
地
続
全
図
』
が
藩
領
全
域
に
わ
た
っ
て
、
一
間
一
分
（
六
〇
〇
分
の
一
）
で
、
大
庄
屋
の
管
轄
に
よ
っ
て
一
村
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
。
各
絵
図
は
、
村
全
域
の
農
地
と
屋
敷
に
つ
い
て
、
等
級
と
御
図
帳
中
の
地
番
を
付
す
。
山
林
は
必
要
な
描
写
対
象
で
な
い
た
め
描
か
れ
て
い
な
い
。
縮
尺
が
定
ま
っ
て
図３－１ 『田畑地続全図』の因幡国法美郡生山村の
トレース―地筆形態と耕地の等級―
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い
る
の
で
、
村
の
大
小
に
よ
り
絵
図
の
寸
法
は
千
差
万
別
で
あ
る
。
管
轄
の
大
庄
屋
が
異
な
る
と
、
色
調
が
多
少
異
な
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
絵
図
に
は
共
通
の
凡
例「
認
方
」、「
田
方
」
と
「
畑
方
」
に
分
か
れ
た
御
図
帳
で
の
全
地
番
（
水
＋
数
字
）、
属
す
る
字
名
の
一
覧
が
絵
図
の
余
白
箇
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
絵
図
中
に
も
、
一
筆
ご
と
に
、
等
級
、
小
字
内
で
の
通
し
番
号
、
御
図
帳
で
の
地
番
（
田
な
ら
墨
書
、
畑
な
ら
朱
書
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
雌
黄
（
藤
黄
（
注
一
五
）
）
に
よ
り
一
枚
ご
と
の
農
地
形
態
も
描
か
れ
て
い
る
。
田
畑
地
続
全
図
の
作
成
は
、
現
地
の
地
筆
と
の
対
応
が
き
く
絵
図
の
作
成
に
よ
り
筆
単
位
で
の
耕
地
の
把
握
を
可
能
に
し
、
在
地
管
理
を
詳
細
に
行
う
資
料
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（
鳥
取
県
立
博
物
館
一
九
九
七
）。
具
体
的
な
例
と
し
て
、
耕
地
ご
と
に
作
物
の
状
況
、
地
主
と
の
契
約
小
作
料
の
高
低
な
ど
が
異
な
る
の
で
、
小
作
料
の
減
免
を
委
細
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
百
姓
の
存
続
に
配
慮
し
、
安
定
的
な
貢
租
の
徴
収
を
は
か
る
施
策
が
図３－２ 『地租改正地引絵図』の生山村のトレース
―地筆形態―
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な
さ
れ
た
。
鳥
取
藩
が
作
成
し
た
田
畑
地
続
全
図
に
類
似
す
る
耕
地
全
図
は
、
宮
津
藩
、
村
岡
陣
屋
に
お
い
て
も
作
成
さ
れ
た
。
村
岡
陣
屋
の
絵
図
は
鳥
取
藩
の
絵
図
に
類
似
し
、
凡
例
等
も
含
め
そ
の
内
容
を
若
干
簡
略
し
た
絵
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
宮
津
藩
の
耕
地
全
図
は
幾
分
異
な
っ
て
い
る
。
宮
津
藩
の
「
耕
地
絵
図
」
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
古
く
糸
井
仙
之
助
（
一
九
四
〇
）
が
あ
る
。
糸
井
（
一
九
四
〇
）
に
よ
れ
ば
、
宮
津
藩
の
依
頼
を
受
け
た
画
家
佐
藤
正
持
が
天
保
六
〜
一
二
（
一
八
三
五
〜
一
八
四
一
）
年
に
描
い
た
大
縮
尺
絵
図
が
こ
の
絵
図
で
あ
る
。
佐
藤
は
宮
津
藩
主
の
命
で
編
纂
さ
れ
た
丹
後
の
歴
史
と
地
誌
を
記
し
た
『
丹
哥
府
志
』（
宝
暦
一
三
〜
天
保
一
二
（
一
七
六
三
〜
一
八
四
一
）
年
）
の
挿
画
約
一
七
〇
図
も
描
き
、
天
保
一
五
年
頃
宮
津
を
離
れ
た
（
注
一
六
）
。
宮
津
藩
の
耕
地
全
図
に
つ
い
て
は
松
尾
（
二
〇
〇
五
）
が
解
説
を
行
っ
た
。
主
題
は
一
村
単
位
で
の
耕
地
全
地
筆
の
描
写
で
あ
る
。
絵
図
中
に
地
番
を
付
し
、
御
図
帳
と
照
合
し
て
、
一
筆
ご
と
の
高
請
人
や
斗
代
・
反
別
・
等
級
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
個
々
の
耕
地
形
態
は
必
ず
し
も
写
実
的
で
な
く
、
定
規
に
よ
っ
て
耕
地
を
区
画
し
て
、
地
番
、
等
級
、
反
別
を
書
き
こ
ん
で
い
る
。
最
大
の
相
違
点
は
、
山
野
河
海
を
鳥
瞰
図
（
俯
瞰
図
）
の
視
座
で
描
き
、
全
体
を
絵
画
的
に
仕
上
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
全
域
が
風
景
画
と
し
て
紙
面
に
う
ま
く
収
ま
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、
測
量
に
よ
る
正
確
な
描
写
は
副
次
的
な
関
心
と
な
り
、
縮
尺
を
統
一
し
よ
う
と
い
う
志
向
性
も
も
っ
て
い
な
い
。
宮
津
藩
で
は
耕
地
絵
図
の
編
纂
に
続
い
て
『
丹
哥
府
志
』
が
完
成
し
て
お
り
、
後
述
の
尾
張
藩
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
両
者
は
一
対
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
藩
政
に
お
い
て
い
か
に
活
用
さ
れ
た
の
か
に
関
し
て
は
、
未
詳
で
あ
る
。
イ
．
萩
藩
の
多
様
な
村
絵
図
（
一
村
絵
図
と
小
字
耕
地
絵
図
・
図
冊
と
山
野
絵
図
・
図
冊
）
の
作
成
と
活
用
次
に
、
萩
藩
に
お
け
る
村
絵
図
を
対
象
と
す
る
（
注
一
七
）
。
川
村
（
一
九
八
八
）
に
よ
れ
ば
、
萩
藩
で
は
防
長
両
国
全
域
五
五
一
村
を
対
象
に
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
の
命
を
受
け
て
、
享
保
一
二
〜
宝
暦
三
（
一
七
二
七
〜
一
七
五
三
）
年
の
間
に
、
各
村
が
藩
の
指
示
に
沿
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っ
た
村
絵
図
（
地
下
絵
図
）
と
村
明
細
書
を
提
出
し
、
藩
絵
図
方
が
絵
図
を
清
書
（
清
絵
図
）
し
た
。
正
式
名
を
『
一
村
限
明
細
絵
図
』
と
称
す
る
。
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
と
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
頃
の
保
管
記
録
で
は
、
地
下
絵
図
は
四
八
八
枚
と
同
一
で
あ
る
が
、
清
絵
図
は
二
九
八
枚
か
ら
三
八
一
枚
に
変
化
し
て
お
り
、
清
絵
図
は
地
下
絵
図
差
出
後
に
順
次
作
成
さ
れ
た
。
現
存
数
は
、
地
下
絵
図
四
八
七
枚
、
清
絵
図
三
七
五
枚
で
あ
る
。
地
下
絵
図
に
は
村
境
を
隣
村
と
確
認
し
た
こ
と
を
示
す
連
判
が
あ
る
。
小
さ
い
村
は
二
〜
三
か
村
を
合
わ
せ
て
一
枚
に
し
て
い
る
。
地
下
絵
図
に
記
さ
れ
た
庄
屋
の
差
出
年
月
と
絵
図
の
色
調
等
か
ら
、
宰
判（
代
官
管
轄
域
）
ご
と
に
絵
図
役
人
が
現
地
を
巡
回
し
て
作
成
を
指
導
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
然
な
が
ら
清
図
の
ほ
う
が
規
格
・
様
式
の
統
一
度
が
高
く
、
ま
た
提
出
時
期
の
遅
い
地
下
絵
図
ほ
ど
清
絵
図
と
の
差
が
小
さ
い
。
初
期
の
地
下
絵
図
で
は
、
方
位
の
表
示
は
東
西
南
北
の
文
字
、
仰
見
図
的
表
現
、
単
彩
色
（
道
筋
に
茶
、
他
は
墨
。
山
地
は
鼠
色
に
着
色
）、
人
家
・
神
社
・
寺
院
を
○
、
□
、
、
田
畑
は
「
田
」
と
「
畠
」
の
文
字
、
図
中
に
地
名
を
記
し
村
境
は
切
り
抜
き
な
し
、
村
の
縦
横
距
離
、
庄
屋
名
、
差
出
年
月
日
を
記
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
元
文
年
間
（
一
七
三
八
〜
）
以
降
の
彩
色
鮮
や
か
な
下
絵
図
に
は
、
村
境
の
切
り
抜
き
（
切
型
仕
立
）、
い
ろ
は
文
字
の
合
紋
に
よ
る
管
内
絵
図
間
の
継
合
わ
せ
記
号
が
出
現
す
る
。
村
絵
図
を
順
次
つ
な
げ
て
い
く
と
、
宰
判
単
位
で
な
く
郡
単
位
で
接
合
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
郡
を
単
位
に
し
て
村
々
が
連
絡
を
取
り
合
っ
て
作
成
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
村
絵
図
の
縮
尺
は
一
寸
一
町
（
三
六
〇
〇
分
の
一
）
で
あ
る
。
『
一
村
限
明
細
絵
図
』
の
提
出
後
、
宰
判
ご
と
に
絵
図
を
継
ぎ
合
わ
せ
て
宰
判
図
を
作
成
し
、
業
務
に
活
用
し
た
。
対
照
的
に
、
郡
図
に
つ
い
て
は
、
藩
絵
図
方
が
防
長
一
二
郡
全
域
を
対
象
に
編
集
作
成
し
て
い
る
。
山
口
大
学
図
書
館
に
は
、
小
郡
の
大
庄
屋
林
家
旧
蔵
の
『
小
郡
宰
判
全
図
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
山
口
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
解
説
と
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
れ
ば
、
『
小
郡
宰
判
全
図
』
は
二
五
六

×
一
五
六

、
彩
色
鮮
や
か
で
、
山
や
島
は
鳥
瞰
図
風
で
絵
画
的
、
そ
れ
以
外
は
平
面
図
で
色
分
け
と
記
号
に
よ
る
凡
例
に
基
づ
く
。
耕
地
・
道
路
・
川
の
色
分
け
、
村
名
・
小
字
名
は
白
地
丸
囲
み
黒
文
字
、
寺
社
は
黒
地
に
白
文
字
、
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萩
藩
家
臣
団
の
知
行
地
（
給
知
、
給
領
地
）
は
紫
、
赤
地
に
白
文
字
で
給
知
家
臣
名
を
記
す
。
一
方
、
郡
図
は
、
川
村
（
一
九
八
八
）
が
、
山
口
県
文
書
館
蔵
の
四
種
類
に
つ
い
て
紹
介
と
作
成
時
期
の
推
定
を
行
っ
て
い
る
。
四
種
類
は
と
も
に
二
寸
五
分
一
里
（
五
万
一
八
四
〇
分
の
一
）
で
、
一
郡
単
位
・
三
郡
単
位
の
別
と
、
淡
彩
色
と
極
彩
色
の
別
に
よ
り
四
分
類
で
き
る
。
開
発
時
期
の
異
な
る
海
岸
部
開
作
地
の
描
写
を
根
拠
に
、
一
郡
単
位
・
淡
彩
色
の
『
防
長
郡
別
図
』
が
最
も
早
く
明
和
〜
天
明
期
頃
（
一
七
七
〇
年
台
頃
）
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
村
別
・
宰
判
・
支
藩
別
区
画
が
明
瞭
で
、
地
名
を
記
載
し
、
町
を
街
村
形
態
で
描
写
し
、
一
里
山
と
藩
の
公
館
・
番
所
等
を
記
号
で
示
す
。
水
系
の
明
瞭
さ
に
対
し
、
山
地
は
尾
根
筋
を
細
線
で
引
き
、
全
体
を
平
面
図
と
し
て
描
い
て
い
る
。
一
郡
単
位
・
極
彩
色
の
『
防
長
両
国
郡
別
絵
図
』
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
天
明
七
（
一
七
八
七
）
〜
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。
村
名
と
小
名
を
長
方
形
と
小
判
形
に
よ
り
区
別
し
、『
防
長
郡
別
図
』
と
の
共
通
点
が
多
い
。
た
だ
し
、
山
並
み
の
表
現
を
変
え
て
全
体
を
瞰
図
的
に
仕
上
げ
て
い
て
、
藩
主
の
閲
覧
と
藩
庫
保
管
の
た
め
美
麗
に
仕
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
一
八
）
。
三
郡
単
位
・
単
彩
色
の
『
防
長
両
国
明
細
地
図
』
は
天
保
年
間
の
作
と
推
測
さ
れ
、
海
上
に
港
を
結
ぶ
航
路
の
朱
引
き
が
あ
る
。
三
郡
単
位
・
極
彩
色
の
『
周
防
長
門
一
二
郡
絵
図
』
の
内
容
は
『
防
長
両
国
明
細
地
図
』
と
同
じ
で
あ
る
。
以
上
の
、『
一
村
限
明
細
絵
図
』
と
そ
の
編
集
に
よ
る
両
国
郡
図
と
は
別
に
、
萩
藩
に
は
、
宝
暦
一
一
〜
一
三
（
一
七
六
一
〜
一
七
六
三
）
年
の
総
検
地
時
に
作
成
さ
れ
た
、『
小
村
帳
』（
耕
地
台
帳
）
と
「
小
村
絵
図
」（
耕
地
絵
図
）
が
あ
る
。「
小
村
」
は
小
名
（
村
域
を
構
成
す
る
部
分
地
域
の
ま
と
ま
り
）
を
指
し
、「
小
村
絵
図
」
は
村
を
分
割
し
た
小
名
単
位
の
村
絵
図
（
小
字
耕
地
絵
図
）
で
あ
る
。
小
字
は
ム
ラ
（
基
礎
地
域
）
の
下
部
の
空
間
単
位
の
地
名
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
指
し
、
個
別
地
片
を
集
合
し
た
、
社
会
集
団
が
認
知
し
て
い
る
単
位
で
あ
る
。
村
域
は
複
数
の
階
層
に
分
節
化
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、「
小
字
耕
地
絵
図
」
の
「
小
字
」
を
、
下
部
の
ど
ち
ら
の
階
層
の
部
分
域
を
指
す
場
合
に
も
用
い
る
。
川
村
（
一
九
八
八
）
に
よ
れ
ば
、
萩
藩
で
は
慶
長
期
、
寛
永
期
、
貞
享
期
に
検
地
が
行
わ
れ
た
が
、
絵
図
は
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
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全
領
域
で
の
耕
地
絵
図
は
こ
の
宝
暦
時
の
小
村
絵
図
だ
け
で
、
総
検
地
も
こ
れ
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
最
後
で
あ
っ
た
。「
小
村
絵
図
」
は
、
三
六
×
三
〇

の
美
濃
紙
に
四
至
を
明
示
し
て
、
小
村
ご
と
に
屋
敷
・
耕
地
を
彩
色
で
描
き
、
畔
頭
（
組
頭
）
の
組
単
位
の
図
帳
に
綴
じ
て
活
用
し
た
。
つ
ま
り
、
小
字
耕
地
図
冊
と
し
て
活
用
し
た
。
小
村
が
蔵
入
地
と
給
知
（
知
行
地
）
か
ら
な
る
場
合
は
、
別
々
の
図
帳
に
綴
じ
ら
れ
た
。
小
村
絵
図
は
、
道
路
（
赤
）、
池
塘
・
水
路
（
青
）、
土
手
・
荒
廃
地
（
黄
色
）
な
ど
を
着
色
す
る
の
で
、
せ
ま
ち
の
数
も
わ
か
る
。
図
中
に
地
筆
の
番
号
を
付
し
、
地
目
・
反
別
・
高
・
所
有
者
や
二
毛
作
の
可
否
を
記
す
。
二
毛
作
地
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
萩
藩
で
は
一
般
に
早
く
耕
地
が
安
定
化
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
図
帳
の
最
後
の
頁
に
、
田
畑
面
積
、
石
高
、
小
村
数
、
穂
ノ
木
数
（「
穂
ノ
木
」
は
地
名
の
最
小
単
位
を
指
し
、
せ
ま
ち
の
団
地
の
数
に
相
当
す
る
）
を
集
計
し
、「
土
地
茂
片
寄
不
揃
有
之
、
御
百
姓
中
及
困
窮
ニ
居
候
ニ
付
、
地
下
為
御
撫
育
之
小
村
絵
図
之
御
仕
法
を
以
石
就
被
仰
付
候
」
と
、
百
姓
の
困
窮
を
緩
和
す
る
た
め
小
村
ご
と
に
石
高
の
実
情
調
査
用
に
こ
れ
を
作
成
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
「
小
村
絵
図
」
冊
と
そ
の
台
帳
『
小
村
帳
』
は
、
藩
政
期
だ
け
で
な
く
、
明
治
期
以
後
も
町
村
役
場
税
務
課
に
備
え
て
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
村
絵
図
（
耕
地
絵
図
）
作
成
の
あ
と
、
安
永
期
（
一
七
七
〇
年
台
）
に
同
じ
形
式
の
山
林
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
。
ウ
．
尾
張
藩
で
の
地
誌
編
纂
と
村
絵
図
尾
張
藩
で
は
、
萩
藩
よ
り
時
代
は
下
り
、
藩
領
全
域
の
村
絵
図
作
成
事
業
が
江
戸
後
期
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
寛
政
期
、
天
保
・
弘
化
期
に
藩
領
の
村
々
に
対
し
て
触
状
を
発
し
て
、
村
絵
図
の
作
成
と
提
出
を
命
じ
て
い
る
。
領
主
入
府
翌
年
の
慶
長
一
三
（
一
六
〇
八
）
年
に
尾
張
一
国
検
地
（
古
検
）
を
施
行
し
、
そ
の
後
は
開
発
地
に
対
す
る
新
検
が
補
足
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
検
地
の
時
に
は
村
絵
図
は
作
成
さ
れ
ず
、
村
々
の
概
要
は
、
寛
文
一
二
（
一
六
七
二
）
年
『
寛
文
村
々
覚
書
』（
村
明
細
帳
の
編
集
冊
子
、
村
勢
要
覧
の
類
）
な
ど
文
字
資
料
に
よ
っ
て
い
る
。
寛
政
四
〜
文
政
五
（
一
七
九
二
〜
一
八
二
二
）
年
に
も
、
大
代
官
（
郡
奉
行
）
樋
口
好
古
が
郡
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別
・
代
官
所
管
轄
域
別
に
『
尾
張
行
記
』
を
編
集
し
た
が
、
こ
れ
も
村
々
を
単
位
地
区
に
し
た
諸
項
目
か
ら
な
る
地
誌
資
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
は
別
に
郡
を
単
位
地
区
に
し
た
官
撰
地
誌
と
し
て
、
宝
暦
五
（
一
七
五
二
）
年
完
成
の
『
張
州
府
志
』
と
、
そ
れ
を
再
調
査
し
た
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
完
成
の
『
尾
張
志
』
が
あ
る
。
村
絵
図
は
こ
れ
ら
の
官
撰
地
誌
の
編
纂
に
関
連
づ
け
て
行
わ
れ
、
寛
政
期
の
村
絵
図
は
『
張
州
府
志
』、
天
保
〜
嘉
永
期
の
村
絵
図
は
『
尾
張
志
』
の
付
図
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
（
注
一
九
）
。
愛
知
県
図
書
館
に
よ
れ
ば
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
の
触
状
を
吉
川
村
庄
屋
が
書
き
写
し
た
『
吉
川
村
庄
屋
触
状
書
写
帳
』
収
録
の
触
れ
に
、
村
絵
図
を
「
張
州
府
志
御
用
ニ
付
」
徴
収
す
る
、
つ
い
て
は
「
田
畑
・
山
林
・
往
還
筋
・
小
道
・
池
・
橋
・
川
筋
・
用
水
な
ど
を
描
く
よ
う
に
」
と
作
成
仕
様
を
説
明
し
て
い
る
（
注
二
〇
）
。
愛
知
県
図
書
館
が
所
蔵
す
る
寛
政
村
絵
図
の
正
本
に
よ
れ
ば
、
寛
政
村
絵
図
は
平
面
図
に
近
い
一
村
絵
図
で
あ
る
。
一
枚
の
寸
法
が
（
四
四
〜
六
〇
）×（
六
二
〜
七
六
）

な
の
で
、
美
濃
紙
四
枚
を
料
紙
と
す
る
。
田
畑
・
山
・
池
川
・
道
の
黄
・
茶
・
藍
・
赤
で
の
色
分
け
を
凡
例
で
示
し
、
小
字
等
の
地
名
を
書
き
込
み
、
寺
社
や
用
水
を
文
字
と
図
像
で
示
し
、
村
境
を
明
記
す
る
。
村
境
を
示
す
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
あ
れ
ば
そ
の
図
像
な
ど
を
描
く
。
ま
た
絵
図
の
余
白
部
分
に
、
村
の
概
要
た
と
え
ば
東
西
と
南
北
の
幅
（
村
域
の
広
さ
）
山
や
御
林
の
状
況
、
新
田
の
有
無
、
古
城
跡
、
家
数
、
男
女
の
人
数
な
ど
、
村
勢
要
覧
な
い
し
地
誌
情
報
を
記
載
し
、
年
月
日
を
記
し
て
庄
屋
・
組
頭
が
連
署
押
印
し
て
い
る
。
ま
た
、
愛
知
県
図
書
館
に
は
、
尾
張
藩
の
担
当
方
が
村
絵
図
を
二
次
編
集
し
て
作
成
し
た
寸
法
三
〇
×
四
〇

の
袋
綴
じ
さ
れ
た
村
絵
図
群
『
○
○
郡
村
邑
全
図
』
が
数
郡
分
（
村
数
で
は
数
百
村
分
）
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
『
絵
図
の
世
界
』
は
、
こ
れ
ら
を
寛
政
頃
の
作
と
解
説
し
て
い
る
。
愛
知
県
図
書
館
に
は
、
天
保
村
絵
図
と
嘉
永
村
絵
図
の
正
本
も
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
所
蔵
村
絵
図
は
五
〇
〇
村
以
上
に
及
ぶ
。
天
保
〜
嘉
永
期
の
村
絵
図
で
は
、
代
官
か
ら
各
村
に
次
の
仕
様
で
の
作
成
が
伝
え
ら
れ
た
。
村
単
位
に
描
き
小
字
境
界
を
示
す
、
本
田
と
新
田
と
を
区
別
す
る
、
蔵
入
地
と
給
知
の
境
界
を
示
す
、
給
知
を
藩
士
ご
と
に
区
別
す
る
、
概
地
の
た
め
蔵
入
地
と
給
知
の
区
別
専修人文論集１０２号 18
が
表
示
で
き
な
い
時
は
そ
れ
を
明
記
す
る
、
村
境
・
寺
社
地
・
川
・
用
排
水
の
色
を
分
け
て
描
写
す
る
、
寛
政
年
間
の
差
出
絵
図
が
あ
る
場
合
相
違
点
が
あ
れ
ば
理
由
を
説
明
す
る
、
一
枚
を
美
濃
紙
四
枚
か
六
枚
継
で
描
く
（
注
二
一
）
。
村
境
等
の
色
分
け
と
絵
図
寸
法
で
は
寛
政
期
の
村
絵
図
の
仕
様
を
踏
襲
す
る
一
方
で
、
蔵
入
地
と
給
地
（
給
知
）
の
別
、
お
よ
び
給
地
の
藩
士
ご
と
の
区
別
の
図
示
は
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
指
示
で
あ
る
。
愛
知
県
図
書
館
『
絵
図
の
世
界
』
の
高
精
細
写
真
の
公
開
画
像
に
よ
れ
ば
、
天
保
・
嘉
永
年
間
の
村
絵
図
（
耕
地
全
図
）
は
一
五
〇
点
余
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
田
畑
・
見
取
田
畑
・
新
田
な
ど
耕
地
の
開
発
状
況
、
居
屋
敷
・
寺
社
・
耕
地
・
堤
等
の
分
布
と
村
内
各
所
の
小
字
名
、
境
界
村
を
図
示
し
、
山
に
つ
い
て
も
凡
例
を
設
け
、
図
中
の
山
の
箇
所
に
、「
御
林
」
や
「
定
納
山
」
な
ど
と
記
載
し
て
い
る
。「
御
林
」
は
藩
有
林
、「
定
納
山
」
は
定
租
の
小
物
成
を
納
め
る
草
山
・
雑
木
林
な
ど
の
部
落
有
林
野
を
指
し
、
絵
図
は
こ
れ
ら
の
別
を
明
示
し
て
い
る
。
欄
外
に
本
田
・
新
田
の
新
旧
の
斗
代
・
反
別
・
定
引
（
荒
地
等
）
の
斗
代
・
反
別
、
御
蔵
屋
敷
・
寺
社
・
家
数
・
男
女
人
数
・
高
札
場
・
橋
・
用
水
等
の
施
設
、
彊
域
、
牛
馬
数
、
職
業
な
ど
の
明
細
に
つ
い
て
村
方
三
役
が
記
載
捺
印
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
耕
地
・
家
数
・
人
数
に
つ
い
て
は
蔵
入
地
と
給
地
武
士
名
別
の
斗
代
・
反
別
、
蔵
入
地
と
給
地
別
の
家
数
・
人
数
等
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
絵
図
の
寸
法
は
ほ
ぼ
七
二
×
八
三

に
統
一
さ
れ
、
折
り
た
た
ん
で
保
管
し
、
広
げ
て
使
用
し
た
。
縮
尺
は
村
ご
と
に
異
な
り
、
絵
図
内
容
か
ら
も
、
厳
密
な
測
量
を
指
向
し
た
絵
図
で
は
な
い
。
萩
藩
の
小
村
絵
図
と
は
異
な
り
、
一
村
内
の
小
字
ご
と
の
情
報
は
絵
図
に
描
写
・
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
小
字
よ
り
も
下
位
の
一
筆
ご
と
の
情
報
は
得
ら
れ
な
い
。
尾
張
国
の
藩
政
村
数
は
千
か
村
を
超
え
る
。
寛
政
期
、
天
保
〜
嘉
永
期
の
村
絵
図
正
本
は
、
明
治
期
以
後
県
庁
文
書
課
が
引
き
継
ぎ
、
一
九
三
一
年
に
廃
棄
処
分
扱
い
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
徳
川
黎
明
会
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
）
に
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
県
庁
残
存
分
が
愛
知
県
図
書
館
の
前
身
機
関
に
移
管
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
注
二
二
）
。
徳
川
林
政
史
研
究
所
の
所
蔵
絵
図
目
録
の
村
絵
図
数
は
、
尾
張
国
二
七
五
一
点
、
美
濃
国
一
七
八
点
、
伊
勢
国
・
志
摩
国
一
六
一
点
、
三
河
国
九
二
四
点
に
お
よ
ぶ
の
で
、
寛
政
期
、
天
保
〜
嘉
永
期
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以
外
の
明
治
前
期
村
絵
図
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
エ
．
藩
蔵
入
地
と
家
臣
給
地
（
給
知
）
の
別
以
上
、
萩
藩
と
尾
張
藩
に
お
け
る
江
戸
時
代
中
後
期
に
お
け
る
地
誌
の
編
纂
と
村
絵
図
の
作
成
は
、
と
も
に
各
村
内
の
給
地
の
分
布
を
把
握
す
る
こ
と
を
一
目
的
と
し
た
。
藩
御
蔵
米
を
納
め
る
蔵
入
地
と
家
臣
へ
の
給
地
と
を
空
間
的
に
分
離
し
、
藩
に
と
っ
て
よ
り
適
し
た
蔵
入
地
と
給
地
の
配
置
を
追
求
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
蔵
入
地
と
給
地
の
検
討
を
日
本
各
地
の
藩
が
こ
ぞ
っ
て
実
施
し
た
状
況
と
そ
の
地
域
間
比
較
を
、
羽
山
久
男
（
二
〇
一
五
）
が
行
っ
て
い
る
（
注
二
三
）
。
さ
て
、
萩
藩
の
村
絵
図
作
成
は
、
宰
判
絵
図
・
郡
絵
図
・
両
国
絵
図
の
編
集
の
ほ
か
、
一
方
に
お
い
て
は
尾
張
藩
な
ど
と
同
じ
く
蔵
入
地
と
知
行
地
（
給
地
）
の
エ
リ
ア
を
把
握
し
、
藩
領
域
の
管
理
を
深
化
さ
せ
る
藩
政
上
の
利
用
を
目
的
と
し
た
。
他
方
に
お
い
て
、
萩
藩
は
、
一
村
内
部
の
部
分
域
単
位
で
あ
る
小
村
絵
図
に
よ
り
、
在
地
百
姓
の
土
地
利
用
・
土
地
の
実
態
調
査
に
よ
る
在
地
の
管
理
・
運
営
の
安
定
化
と
集
約
化
を
目
指
し
た
。
こ
の
後
者
と
軌
を
一
に
す
る
村
絵
図
作
成
と
し
て
、
松
江
藩
で
の
輪
切
絵
図
の
作
成
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
．
松
江
藩
の
輪
切
絵
図
（
注
二
四
）
松
江
藩
が
江
戸
時
代
後
期
に
、『
輪
切
帳
』
と
『
輪
切
絵
図
』
の
図
冊
を
作
成
し
て
、
安
定
的
な
米
の
収
穫
に
よ
る
田
租
の
確
保
と
村
々
の
維
持
に
努
め
た
こ
と
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
（
原
一
九
三
〇
）。
し
か
し
、
原
（
一
九
三
〇
）
が
、「
輪
」
は
水
田
の
区
画
を
指
し
、
部
落
等
の
社
会
集
団
を
指
す
用
語
で
は
な
い
、「
輪
」
は
地
味
な
ど
に
即
し
て
お
お
む
ね
数
町
規
模
の
均
等
な
水
田
区
画
と
し
て
設
定
さ
れ
た
、
と
説
明
し
た
こ
と
か
ら
、
水
田
の
貢
租
上
の
単
位
地
区
と
の
理
解
が
広
く
な
さ
れ
た
。
高
木
幹
雄
（
一
九
六
専修人文論集１０２号 20
六
）
は
、
原
の
解
釈
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
出
雲
郡
沖
洲
村
に
お
け
る
明
治
初
期
の
輪
切
の
地
籍
図
を
用
い
た
復
元
、『
郷
土
母
里
』
所
収
の
旧
母
里
町
の
輪
と
小
字
の
関
係
、
明
和
元
年
神
門
郡
知
井
宮
本
本
郷
村
の
九
つ
の
輪
と
検
地
帳
に
名
を
連
ね
る
村
民
の
所
有
耕
地
と
の
対
応
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
村
の
「
輪
」
を
調
べ
て
、
具
体
的
に
「
輪
」
と
小
地
域
集
団
と
の
関
係
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
井
関
・
堤
懸
り
を
考
慮
し
た
徴
租
の
た
め
の
水
田
区
画
「
輪
」
の
単
位
ご
と
に
所
有
耕
地
を
通
じ
て
の
結
合
関
係
が
集
中
し
て
く
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
輪
」
が
藩
に
よ
り
人
為
的
に
設
定
さ
れ
た
水
田
区
画
で
あ
っ
て
も
、
井
関
や
堤
懸
り
を
考
慮
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
徐
々
に
「
輪
」
を
単
位
と
す
る
ま
と
ま
り
が
強
ま
り
、
小
字
と
ム
ラ
（
基
礎
地
域
）
を
つ
な
ぐ
中
間
地
域
の
構
成
要
素
と
し
て
、「
輪
」
が
村
落
社
会
集
団
に
と
っ
て
重
要
な
小
地
域
と
し
て
実
質
化
し
充
填
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
『
輪
切
帳
』
は
、
広
島
大
学
中
央
図
書
館
貴
重
資
料
『
中
国
五
県
土
地
・
租
税
資
料
』
中
に
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
と
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
の
計
三
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
輪
切
絵
図
に
つ
い
て
は
、
上
杉
・
大
矢
・
石
倉
（
二
〇
一
二
）
が
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
作
成
の
島
根
大
学
附
属
図
書
館
収
蔵
分
と
天
保
期
と
幕
末
期
作
成
の
明
治
大
学
図
書
館
蘆
田
文
庫
の
収
蔵
分
を
紹
介
し
て
い
る
。
先
の
高
木
が
紹
介
し
た
資
料
や
『
仁
多
郡
誌
』
に
も
輪
切
絵
図
の
複
製
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
文
化
年
間
（
一
九
世
紀
初
頭
）
頃
に
松
江
藩
が
用
水
関
係
を
考
慮
し
て
設
け
た
、
水
田
数
町
歩
の
単
位
区
画
「
輪
」
を
数
個
〜
十
数
個
を
合
わ
せ
た
単
位
が
、
こ
の
地
域
で
の
小
字
と
ム
ラ
（
基
礎
地
域
）
の
中
間
地
域
に
相
当
し
、
「
輪
切
帳
」
と
「
輪
切
絵
図
」
は
こ
の
中
間
地
域
ご
と
に
編
集
さ
れ
た
小
字
耕
地
簿
と
小
字
耕
地
図
冊
に
該
当
す
る
。
安
定
的
な
米
の
収
穫
に
よ
る
田
租
の
確
保
と
村
々
の
維
持
を
目
的
と
し
て
「
輪
」
は
設
定
さ
れ
た
が
、
土
地
利
用
を
通
じ
て
、
文
政
年
間
以
降
、
明
治
初
期
に
か
け
て
、
村
落
社
会
集
団
に
と
っ
て
小
地
域
の
役
割
を
果
た
す
存
在
へ
と
実
質
化
を
深
め
た
。「
輪
切
」
は
数
町
歩
の
水
田
区
画
を
指
す
語
で
あ
っ
て
も
、「
輪
切
絵
図
」
は
数
（
十
余
）
個
の
輪
切
と
そ
の
周
囲
の
屋
敷
・
畑
・
水
路
・
山
野
河
海
を
含
む
部
分
村
域
を
描
く
。
従
っ
て
、
松
江
藩
の
「
輪
切
絵
図
」
は
萩
藩
の
「
小
村
絵
図
」
と
同
種
類
の
絵
図
で
あ
り
、
作
成
目
的
も
近
似
し
て
い
る
。
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カ
．
割
換
制
を
布
く
金
沢
藩
の
村
絵
図
大
蔵
省
編
（
一
八
八
二
）
は
、
石
川
県
で
の
地
租
改
正
の
実
施
時
の
状
況
を
記
し
た
文
面
の
中
で
、
金
沢
藩
の
土
地
制
度
に
つ
い
て
「
甲
村
本
田
高
壱
石
現
地
弐
百
歩
畑
地
…
中
略
…
乙
村
本
田
壱
石
現
地
弐
百
四
拾
歩
…
中
略
…
右
ノ
如
ク
高
壱
石
ヲ
綱
領
ト
シ
貢
米
ヲ
仕
出
セ
ル
」「
凡
村
内
ノ
田
畑
宅
地
及
雑
地
ニ
至
ル
マ
テ
村
内
高
持
ノ
者
共
有
ノ
状
ヲ
ナ
シ
壱
人
一
己
ニ
テ
之
ヲ
自
由
ニ
ス
ル
ヲ
得
ス
」
「
年
限
ヲ
以
テ
各
自
耕
耘
ス
ル
地
ヲ
割
リ
替
フ
ル
ノ
慣
習
ナ
リ
凡
二
十
年
ゴ
ト
ニ
更
替
ス
」「
地
…
中
略
…
一
定
セ
ス
然
レ
ド
モ
其
高
拾
石
ハ
依
然
動
カ
ス
其
売
買
ス
ル
モ
高
ノ
ミ
ヲ
売
買
シ
地
所
ヲ
売
買
ス
ル
ヲ
得
ス
」
と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
土
地
条
件
が
耕
地
の
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
高
を
割
っ
て
一
人
の
貢
租
米
負
担
を
定
め
て
い
る
。
村
の
耕
地
は
村
全
体
の
共
有
地
の
状
態
で
、
二
十
年
周
期
の
割
換
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
割
換
に
よ
っ
て
土
地
条
件
の
い
い
耕
地
が
自
分
の
耕
作
地
に
な
っ
た
場
合
は
一
石
二
〇
〇
歩
の
耕
地
面
積
だ
が
、
や
せ
地
が
自
分
の
耕
地
に
な
っ
た
場
合
は
一
石
二
四
〇
歩
な
ど
の
換
算
で
広
い
耕
地
面
積
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
高
を
基
準
に
し
て
い
る
の
で
、
売
買
の
際
も
土
地
を
売
買
す
る
の
で
は
な
く
、
高
を
売
買
す
る
。
高
が
示
す
面
積
は
割
換
ご
と
に
異
な
り
、
一
定
で
は
な
い
（
注
二
五
）
。
右
の
記
事
に
基
づ
い
て
、
丹
羽
（
一
九
八
九
）
は
、
金
沢
藩
で
は
明
治
期
を
迎
え
る
ま
で
藩
領
全
域
に
お
い
て
割
換
が
施
行
さ
れ
て
い
た
と
す
る
が
、
厳
密
に
は
同
時
代
史
料
に
よ
る
確
認
が
必
要
で
あ
ろ
う
（
注
二
六
）
。
と
も
あ
れ
、
石
川
県
で
は
、
地
租
改
正
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
ま
ず
土
地
の
割
換
を
や
め
さ
せ
て
永
代
所
有
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
で
は
、
割
換
は
ど
こ
で
い
つ
ご
ろ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
割
換
制
の
実
施
は
村
絵
図
作
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
し
か
し
、
金
沢
藩
に
関
し
て
言
え
ば
、
検
地
と
定
免
を
記
し
た
書
面
「
村
御
印
」
及
び
十
村
代
官
に
よ
る
年
貢
徴
収
方
式
を
採
用
し
、
村
絵
図
を
徴
収
し
て
活
用
す
る
方
式
は
採
用
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
金
沢
藩
域
に
残
る
村
絵
図
は
少
な
い
（
注
二
七
）
。
ま
た
、
藩
に
よ
る
村
絵
図
調
製
事
業
を
前
田
重
教
が
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
に
実
施
し
た
専修人文論集１０２号 22
が
、
残
存
す
る
村
絵
図
は
金
沢
近
在
の
石
川
郡
内
の
村
絵
図
二
点
の
み
で
、
実
施
途
中
で
中
止
し
た
と
思
わ
れ
る
。
金
沢
藩
は
、
元
和
年
間
に
加
賀
・
能
登
の
総
検
地
を
実
施
し
た
（
注
二
八
）
。
ま
た
、
初
期
か
ら
肝

（
他
藩
の
庄
屋
に
相
当
）
の
上
位
に
肝
煎
り
を
束
ね
る
十
村
（
大
庄
屋
に
相
当
）
を
配
置
す
る
制
度
を
導
入
し
た
。
し
か
し
、
年
貢
徴
収
が
改
善
し
な
い
状
況
が
続
き
、
そ
の
打
開
の
た
め
に
「
改
作
法
」
を
導
入
し
た
（
注
二
九
）
。
改
作
法
は
三
代
藩
主
前
田
利
常
が
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
に
導
入
し
た
農
村
政
策
で
、
藩
主
権
の
強
化
と
土
地
利
用
の
集
約
化
を
目
指
し
た
。
具
体
的
に
は
、
家
臣
の
給
地
管
理
権
を
制
約
し
て
蔵
米
支
給
に
転
換
し
、
大
庄
屋
十
村
を
通
じ
て
、
農
民
に
入
用
銀
や
食
料
を
貸
付
け
、
農
業
の
振
興
と
新
田
開
発
を
促
す
と
と
も
に
、
定
免
法
に
切
り
替
え
て
年
貢
を
御
蔵
に
収
納
し
た
。
利
常
が
村
高
と
定
免
年
貢
率
を
記
し
て
押
印
し
た
公
文
書
「
村
御
印
」
を
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
に
村
に
交
付
し
、
改
革
を
成
し
遂
げ
た
。
寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）
年
に
藩
領
内
の
三
四
一
一
か
村
へ
発
布
し
た
村
御
印
が
最
も
多
く
現
存
し
て
い
る
。
藩
は
郡
奉
行
さ
ら
に
改
作
奉
行
を
藩
算
用
場
に
置
き
、
年
貢
徴
収
を
は
じ
め
と
す
る
在
方
管
理
は
十
村
が
代
官
と
し
て
勤
め
、
各
村
の
肝
煎
が
年
貢
収
集
の
実
際
を
行
い
、
蔵
納
入
を
確
認
し
た
十
村
が
算
用
場
に
届
け
出
る
仕
組
み
を
と
っ
た
。
土
地
割
換
の
た
め
知
行
地
を
土
地
で
な
く
高
に
よ
っ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
お
の
ず
と
家
臣
の
給
地
管
理
権
を
制
限
し
、
蔵
米
支
給
と
の
同
質
化
を
促
す
。
ま
た
、
生
産
力
の
異
な
る
耕
地
を
定
期
的
に
割
換
え
る
土
地
利
用
方
式
は
村
内
の
土
地
条
件
を
熟
知
す
る
百
姓
の
自
治
に
委
ね
る
以
外
に
な
く
、
百
姓
の
世
界
で
完
結
す
る
土
地
管
理
方
式
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
十
村
代
官
が
「
十
村
―
肝

」
制
に
よ
っ
て
生
産
・
収
穫
を
管
理
し
て
年
貢
を
徴
収
す
る
方
式
に
は
内
的
必
然
性
が
あ
っ
た
。
藩
は
、
新
開
・
荒
れ
を
ふ
ま
え
て
定
免
を
確
定
し
、
そ
の
貢
租
高
を
着
実
に
確
保
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ
れ
が
「
村
御
印
」
で
あ
る
。
金
沢
藩
は
、
十
村
制
度
を
い
っ
た
ん
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
に
廃
止
し
て
武
士
代
官
制
に
切
り
替
え
た
が
、
各
地
で
支
障
が
生
じ
た
た
め
、
天
保
年
間
に
十
村
制
度
を
復
活
し
、
元
の
方
式
に
戻
し
た
。
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耕地絵図(耕地全図) (山○)
鳥 取 藩
宮 津 藩
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寛政村絵図面(全村絵図)(山○)
天保･嘉永村絵図面(全村絵図)(山○)
尾 張 藩
一村限明細絵図(全村絵図)(山○)
村明細書
小村帳(耕地台帳)
小村絵図･図冊(小字耕地絵図冊)(山×)
萩 藩
田方摺合帳
輪切絵図･図冊(小字耕地絵図)(山×)
輪切帳
松 江 藩
( ) （天明村絵図(全村絵図)(山○)）
村御印
金 沢 藩
▽ 江戸時代前中期の総検地 藩領全域で作成された村絵図 検地帳･耕地台帳等
村絵図を編集して作成された郡図などの広域図 ☆  地誌･村勢要覧の編集･刊行
(▽) 形式的・帳面上の検地/高や免の変更、(　)一部地域にとどまった(と思われる)村絵図の作成
年
キ
．
村
々
絵
図
た
と
え
ば
、
千
葉
県
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
幕
府
牧
の
寛
文
絵
図
、
房
総
の
村
々
に
よ
る
牧
の
利
用
を
め
ぐ
る
絵
図
、
手
賀
沼
や
印
旛
沼
の
埋
め
立
て
と
新
田
村
の
絵
図
な
ど
を
、
村
々
絵
図
の
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
利
と
利
害
が
対
立
す
る
村
々
連
合
間
に
お
け
る
山
野
河
海
の
争
論
図
や
利
用
域
を
取
り
決
め
て
交
わ
し
た
林
野
利
用
図
や
漁
場
図
に
も
、
こ
の
類
例
が
多
い
（
注
三
〇
）
。
村
々
絵
図
に
は
、
上
記
と
は
別
に
、
組
合
村
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
旗
本
領
の
多
い
関
東
地
方
に
は
組
合
村
と
も
関
連
す
る
が
、
相
給
村
落
が
多
く
、
相
給
村
落
の
給
地
管
理
の
た
め
、
各
旗
本
が
親
村
を
定
め
て
庄
屋
を
置
き
、
そ
の
庄
屋
が
多
く
の
村
に
分
散
す
る
旗
本
の
給
地
の
貢
租
徴
収
を
管
理
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
が
、
村
々
絵
図
作
成
の
契
機
に
な
る
。
組
合
村
に
関
し
て
は
、
久
留
島
浩
（
二
〇
〇
二
）
が
あ
り
、
地
理
学
に
お
い
て
も
上
原
秀
明
（
一
九
八
〇
）
が
関
東
近
在
を
対
象
地
に
し
て
考
察
し
て
い
る
。
小
論
で
は
、
村
々
絵
図
作
成
に
つ
い
て
は
検
討
を
略
す
（
注
三
一
）
。
以
上
、
ア
〜
カ
の
諸
藩
に
お
け
る
藩
領
全
域
を
実
施
域
と
す
る
村
絵
図
作
成
史
を
概
説
し
た
。
そ
れ
ら
の
事
例
を
一
覧
表
に
す
る
と
、
図
４
図４ 諸藩の検地時期と村絵図作成史
専修人文論集１０２号 24
の
よ
う
に
示
せ
る
。
（
二
）
諸
藩
の
村
絵
図
作
成
史
の
比
較
と
考
察
図
４
に
示
し
た
六
藩
は
、
い
ず
れ
も
一
七
世
紀
の
早
い
段
階
に
検
地
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
段
階
で
は
村
絵
図
を
作
成
し
て
い
な
い
。
村
絵
図
の
作
成
時
期
と
作
成
し
た
村
絵
図
の
種
類
・
用
途
に
注
目
す
る
と
、
次
の
諸
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
、
村
絵
図
作
成
に
消
極
的
な
藩
が
あ
り
、
金
沢
藩
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
第
二
に
、
村
絵
図
を
村
明
細
帳
（
村
政
要
覧
）
や
地
誌
と
セ
ッ
ト
に
す
る
場
合
と
、
編
集
し
て
郡
図
や
郡
内
村
邑
図
冊
と
し
て
活
用
す
る
場
合
が
あ
る
。
村
絵
図
を
地
誌
等
と
セ
ッ
ト
に
し
た
藩
は
、
宮
津
藩
と
尾
張
藩
、
郡
図
等
に
編
集
利
用
し
た
藩
に
萩
藩
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種
類
で
は
、
藩
主
に
献
上
す
る
場
合
は
鳥
瞰
図
と
し
て
描
き
、
行
政
資
料
と
し
て
活
用
す
る
場
合
は
平
面
図
と
し
て
描
き
、
描
写
法
を
使
い
分
け
て
い
る
。
行
政
資
料
と
し
て
活
用
す
る
場
合
、
図
冊
に
綴
じ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
尾
張
藩
と
萩
藩
で
は
家
臣
の
給
地
（
給
知
、
知
行
地
）
の
エ
リ
ア
を
図
示
す
る
こ
と
が
絵
図
作
成
の
一
目
的
に
な
っ
て
お
り
、
郡
図
や
郡
内
村
邑
図
冊
の
編
集
は
こ
の
目
的
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
羽
山
（
二
〇
一
五
）
が
記
す
よ
う
に
、
領
域
管
理
の
強
化
の
一
環
と
し
て
給
地
を
地
図
化
し
て
把
握
す
る
た
め
に
村
絵
図
を
整
備
す
る
藩
は
日
本
各
地
に
所
在
し
た
。
第
三
に
、
萩
藩
を
除
く
五
藩
で
は
江
戸
時
代
後
期
に
村
絵
図
が
作
成
・
整
備
さ
れ
て
い
る
。
第
四
に
、
江
戸
時
代
後
期
作
成
の
村
絵
図
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
大
縮
尺
の
耕
地
全
図
を
指
向
す
る
場
合
と
小
字
耕
地
絵
図
（
村
の
部
分
地
域
の
耕
地
絵
図
）
を
指
向
す
る
場
合
の
二
種
類
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
耕
地
台
帳
（
検
地
帳
）
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
一
層
緻
密
な
在
方
管
理
を
追
求
す
る
た
め
の
作
成
で
あ
る
。
前
者
に
鳥
取
藩
、
宮
津
藩
、
村
岡
陣
屋
が
あ
り
、
後
者
に
松
江
藩
、
萩
藩
が
あ
る
。
第
五
に
、
萩
藩
は
慶
長
期
、
寛
永
期
、
貞
享
期
の
検
地
の
後
、
江
戸
中
期
の
一
八
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て
藩
領
全
域
か
ら
村
絵
図
を
徴
収
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
宝
暦
年
間
（
一
七
六
〇
年
台
）
に
総
検
地
を
行
っ
て
「
小
村
帳
」
と
「
小
村
絵
図
」
を
調
製
し
た
。
尾
張
藩
や
鳥
取
藩
と
比
較
し
て
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半
世
紀
村
絵
図
の
作
成
時
期
が
早
く
、
松
江
藩
と
比
較
し
て
や
は
り
半
世
紀
以
上
、
小
字
耕
地
台
帳
と
小
字
耕
地
絵
図
の
作
成
時
期
が
早
い
。
第
六
に
、
尾
張
藩
の
村
絵
図
は
、
本
田
畑
、
新
田
畑
、
見
取
を
凡
例
で
区
別
し
て
お
り
、
他
藩
同
様
、
緻
密
な
耕
地
管
理
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
村
絵
図
を
作
成
し
、
天
保
〜
嘉
永
期
の
村
絵
図
で
は
山
に
つ
い
て
も
藩
有
と
村
有
（
部
落
有
）
の
別
な
ど
を
示
し
て
い
る
。
他
藩
で
も
、
村
ご
と
の
山
野
絵
図
が
、
萩
藩
で
は
安
永
年
間
（
一
七
七
〇
年
台
）
に
、
鳥
取
藩
で
は
文
政
〜
天
保
年
間
（
一
八
二
〇
年
台
後
半
〜
三
〇
年
台
）
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
耕
地
絵
図
を
作
成
し
た
諸
藩
の
中
の
一
部
の
藩
で
は
耕
地
絵
図
と
は
別
に
山
野
絵
図
を
作
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
尾
張
藩
で
は
耕
地
と
山
野
河
海
を
一
括
し
た
全
村
絵
図
を
作
成
し
て
い
る
。
同
種
の
村
絵
図
の
作
成
を
比
較
し
た
結
果
、
萩
藩
の
村
絵
図
作
成
時
期
は
他
の
藩
よ
り
も
半
世
紀
以
上
早
く
、
金
沢
藩
は
村
絵
図
作
成
を
指
向
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
要
因
を
次
に
検
討
し
よ
う
。
松
江
藩
の
「
輪
」
を
検
討
し
た
高
木
は
、
新
門
郡
小
山
村
の
元
禄
一
五
年
検
地
帳
で
は
水
田
が
小
字
地
名
三
九
か
ら
な
る
が
、
輪
は
未
だ
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と
、
一
方
、
同
村
の
文
化
三
年
田
方
摺
合
帳
（
水
田
約
三
六
町
）
で
は
輪
が
五
個
設
定
さ
れ
て
い
て
、
一
輪＝
３６
／
５＝
八
小
字＝
七
町
余＝
七
〇
〜
一
三
〇
筆
の
広
さ
で
、
輪
が
、
稲
の
生
育
・
収
穫
状
況
を
検
分
す
る
の
に
適
し
た
規
模
で
、
井
手
や
堤
な
ど
の
用
水
掛
の
新
設
や
整
備
上
も
意
味
の
あ
る
単
位
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
江
藩
で
は
検
地
の
時
期
は
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
以
降
、
場
所
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
一
八
世
紀
の
宝
暦
年
間
に
新
検
に
至
る
村
も
あ
る
が
、
多
く
の
村
で
安
永
四
（
一
七
七
〇
）
年
や
寛
政
年
間
に
摺
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
一
八
世
紀
後
半
に
地
筆
数
が
概
ね
定
ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
輪
を
設
定
し
て
、
水
田
整
備
を
進
め
、
安
定
的
な
徴
収
が
可
能
な
地
域
と
し
て
の
充
実
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
尾
張
藩
で
は
、
蔵
入
地
と
給
地
（
給
知
、
知
行
地
）
の
分
布
の
地
域
差
が
大
き
い
。
名
古
屋
城
下
周
辺
は
蔵
入
地
が
多
い
が
そ
れ
以
外
は
給
地
が
多
い
。
し
か
し
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
以
降
新
田
は
給
地
と
し
な
い
原
則
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
の
で
南
部
の
新
た
な
開
発
地
で
は
給
地
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
輪
中
地
帯
を
含
む
尾
張
北
西
部
が
「
御
蔵
入
・
御
給
知
、
御
概
地
に
て
入
会
に
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な
ら
御
座
候
に
付
、
田
畑
地
境
相
分
不
申
候
」
と
、
土
地
を
蔵
入
地
と
給
地
に
分
け
る
こ
と
が
困
難
で
、
石
高
の
み
で
両
者
を
割
り
振
る
概
し
ち地
で
あ
る
こ
と
が
、
梶
川
（
一
九
九
一
）
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
梶
川
は
こ
れ
が
土
地
割
換
制
と
関
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
後
発
的
に
地
方
知
行
の
形
骸
化
が
進
行
し
た
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
土
地
割
換
を
前
提
に
し
て
高
で
百
姓
の
所
持
や
貢
租
負
担
が
定
ま
っ
て
い
る
た
め
、
当
初
か
ら
土
地
を
伴
う
給
地
は
行
え
な
い
。
安
定
し
た
耕
地
条
件
に
基
づ
く
字
義
通
り
の
給
地
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
蔵
入
地
と
知
行
地
を
描
き
分
け
る
村
絵
図
の
作
成
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
尾
張
藩
に
お
い
て
、
村
絵
図
が
一
部
の
村
で
寛
政
年
間
に
、
多
く
が
天
保
・
嘉
永
年
間
に
作
成
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
土
地
の
実
態
が
原
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
金
沢
藩
が
村
絵
図
作
成
を
指
向
し
な
か
っ
た
の
は
、
同
じ
く
、
既
述
し
た
よ
う
に
広
く
藩
領
域
で
土
地
割
換
を
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
金
沢
藩
で
は
、
蔵
入
地
と
給
地
を
土
地
に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
三
代
藩
主
利
常
が
改
作
法
を
考
案
・
実
施
し
、
給
地
の
実
質
的
な
蔵
米
支
給
へ
の
転
換
を
可
能
と
し
、
同
時
に
土
地
割
換
に
基
づ
い
た
土
地
利
用
の
下
で
貢
租
の
徴
収
・
納
入
を
安
定
的
に
行
う
た
め
、「
村
御
印
」
と
十
村
代
官
制
に
よ
り
、「
十
村
―
肝
煎
―
村
人
」
の
村
の
仕
組
み
に
依
拠
し
て
貢
租
徴
収
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
村
絵
図
の
特
色
と
地
域
性
（
一
）
基
本
図
と
し
て
の
村
概
観
絵
図
―
俯
瞰
図
の
系
譜
と
平
面
図
の
台
頭
―
各
藩
に
お
け
る
村
絵
図
の
作
成
史
に
関
す
る
議
論
は
前
章
で
終
え
、
本
章
で
は
村
絵
図
の
種
類
と
そ
れ
を
生
み
だ
す
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
洛
中
洛
外
図
や
近
世
風
景
画
が
俯
瞰
図
で
あ
る
よ
う
に
、
村
の
全
域
を
概
観
描
写
す
る
村
絵
図
も
、
俯
瞰
図
の
視
座
を
と
る
の
が
基
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本
的
形
式
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宮
津
市
大
島
地
区
に
残
る
大
嶋
村
絵
図
（
図
５
、
表
２
）
が
典
型
例
で
あ
る
。
一
枚
（
少
数
枚
）
の
料
紙
に
河
川
・
山
並
み
・
岩
場
・
屋
敷
・
道
な
ど
を
配
置
し
、
田
畑
や
林
野
を
配
色
に
よ
り
描
き
分
け
て
一
村
全
域
を
描
く
。
大
嶋
村
で
と
ら
れ
た
構
図
に
注
目
す
る
と
、
図
５
に
示
し
た
よ
う
に
、
三
河
川
、
海
岸
部
に
御
林
を
含
む
三
か
所
の
岩
場
・
岩
礁
、
背
後
の
七
つ
の
山
、
海
岸
に
並
行
し
て
村
を
通
過
す
る
道
と
南
の
河
川
沿
い
か
ら
分
岐
し
て
山
並
み
の
間
を
通
る
道
が
画
面
を
定
位
し
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
下
位
の
構
図
上
の
特
色
と
し
て
、
御
林
に
南
接
し
て
氏
神
と
寺
を
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
山
に
配
し
、
画
面
中
央
の
川
と
道
路
に
挟
ま
れ
た
箇
所
に
皿
な
い
し
瓢
箪
形
の
地
物
を
描
写
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
村
人
が
共
有
す
る
空
間
構
造
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
構
図
が
大
嶋
村
で
作
成
さ
れ
た
多
く
の
村
絵
図
に
共
通
し
、
図
５
の
一
〇
点
中
八
点
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
。
八
点
中
二
点
は
部
分
的
に
異
な
る
が
、
取
下
場
荒
地
地
筆
群
の
所
在
地
や
特
定
の
田
地
番
の
所
在
地
を
描
写
す
る
主
題＝
作
成
目
的
の
た
め
の
構
図
の
変
形
と
み
な
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
他
の
二
点
の
絵
図
は
、
と
も
に
北
部
の
入
会
地
（
字
船
橋
）
ま
で
を
描
写
範
囲
と
し
、
五
な
い
し
六
河
川
、
一
二
な
い
し
一
三
の
山
、
集
落
南
部
で
の
並
行
す
る
二
道
路
の
描
写
な
ど
、
先
の
構
図
と
は
異
な
る
共
通
の
構
料紙枚数
２
１
１
１
１
３
２
２
１
１
注）年（西暦）欄の年号は図５と対応する
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２７．０×３９．５
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４０．７×５５．０
３９．０×５３．７
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絵図名
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大嶋村概観絵図
大嶋村荒地取下場絵図
大嶋村概観絵図
大嶋村概観絵図
大嶋村荒地取下場絵図
大嶋村除（新）免荒地絵図
大嶋村小字地名絵図
（大嶋村見取荒地新田絵図）
大嶋村絵図
大嶋村田地地番絵図
年（西暦）
天保２（１８３１）
天保９（１８３８）
嘉永７（１８５４）
万延１（１８６０）
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図
を
有
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
村
絵
図
の
中
で
、
伝
統
的
に
鳥
瞰
図
（
俯
瞰
図
）
の
視
座
を
と
り
、
共
通
し
た
構
図
を
も
ち
、
村
の
概
観
を
一
般
図
と
し
て
最
少
の
料
紙
で
簡
略
に
表
現
し
、
小
字
地
名
、
高
・
荒
・
開
発
な
ど
の
主
題
図
に
と
っ
て
も
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
足
り
え
た
絵
図
が
、
典
型
的
な
村
概
観
絵
図
で
あ
る
。
鳥
瞰
図
（
俯
瞰
図
）
の
視
座
は
、
伝
統
的
な
親
し
み
深
い
視
座
で
あ
る
と
と
も
に
、
絵
画
・
風
景
画
と
同
じ
表
現
方
法
で
あ
り
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
正
式
の
表
現
方
法
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
た
。
宮
津
藩
の
一
村
絵
図
仕
立
て
の
耕
地
全
図
、
萩
藩
の
上
覧
お
よ
び
文
庫
収
納
用
の
防
長
両
国
郡
図
な
ど
は
、
山
並
み
の
表
現
を
工
夫
し
て
鳥
瞰
図
（
俯
瞰
図
）
と
し
て
の
実
質
を
保
持
し
て
い
る
。
伊
能
図
が
、
将
軍
の
上
覧
に
供
さ
れ
る
の
を
踏
ま
え
て
美
麗
な
描
写
と
山
並
み
の
工
夫
に
よ
っ
て
絵
画
・
風
景
画
と
し
て
の
質
を
保
持
し
た
の
と
同
様
の
伝
統
と
格
式
の
上
に
あ
る
。
し
か
し
、
萩
藩
の
一
村
限
明
細
絵
図
や
尾
張
藩
の
寛
政
期
と
天
保
・
嘉
永
期
の
村
絵
図
は
、
屋
敷
・
耕
地
・
山
並
み
を
含
め
て
村
域
を
平
面
図
と
し
て
描
い
て
い
る
。
測
量
図
・
非
測
量
図
の
如
何
を
問
わ
ず
、
藩
政
業
務
の
実
用
的
資
料
と
し
て
の
作
成
目
的
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。
実
用
的
資
料
と
し
て
の
重
視
は
、
当
然
な
が
ら
精
度
を
重
視
し
て
測
量
絵
図
へ
の
指
向
を
強
め
た
。
ま
た
、
藩
領
域
を
、
国
―
郡
―
村
や
、
藩
領
―
郡
奉
行
配
下
の
行
政
区
域
―
村
の
空
間
階
層
に
対
応
し
た
縮
尺
の
異
な
る
絵
図
群
の
編
集
に
よ
り
体
系
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
促
し
た
。
村
絵
図
を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
し
た
縮
小
・
接
合
は
、
さ
ら
に
平
面
図
へ
の
傾
斜
を
加
速
し
た
。
山
野
を
丈
量
検
地
し
な
い
江
戸
時
代
で
は
、
屋
敷
・
耕
地
（
を
描
写
主
題
域
と
す
る
村
）
絵
図
が
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
と
し
て
の
主
た
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
（
二
）
割
換
の
終
焉
と
村
絵
図
作
成
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
土
地
割
換
制
を
布
く
地
域
で
は
、
個
々
の
百
姓
の
耕
地
は
定
期
的
に
変
更
す
る
。
地
筆
ご
と
に
所
持
百
姓
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・
地
目
・
等
級
を
記
す
検
地
帳
（
耕
地
台
帳
）
と
耕
地
絵
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
管
理
は
割
換
の
時
期
ご
と
に
修
正
が
必
要
な
の
で
効
率
が
悪
い
。
か
つ
、
割
換
は
百
姓
の
間
で
行
わ
れ
る
一
大
行
事
で
あ
り
、
百
姓
の
作
法
に
基
づ
か
な
い
と
土
地
の
実
質
的
な
活
用
が
ま
ま
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
金
沢
藩
で
は
改
作
法
を
考
案
し
た
。
諸
藩
が
耕
地
絵
図
を
は
じ
め
と
す
る
大
縮
尺
村
絵
図
を
調
製
す
る
の
が
江
戸
後
期
で
あ
る
の
も
、
土
地
割
換
制
が
日
本
各
地
で
江
戸
中
後
期
ま
で
広
範
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
主
な
要
因
を
な
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
割
換
の
終
焉
と
永
代
所
有
へ
の
転
換
に
よ
り
、
村
絵
図
が
有
効
に
機
能
し
、
百
姓
は
所
持
耕
地
の
整
備
を
自
ら
の
永
続
的
な
生
産
力
の
向
上
と
し
て
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
小
字
耕
地
絵
図
と
耕
地
全
図
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
そ
の
作
成
は
土
地
割
換
制
か
ら
土
地
永
代
所
持
制
へ
の
転
換
を
契
機
と
す
る
の
で
は
な
い
か
。
天
保
年
間
前
後
に
、
宮
津
藩
、
村
岡
陣
屋
、
鳥
取
藩
で
は
、
測
量
に
よ
る
大
縮
尺
の
平
面
図
と
し
て
の
耕
地
全
図
を
、
ま
た
、
松
江
藩
、
萩
藩
で
は
、「
輪
切
絵
図
」
と
「
小
村
絵
図
」
つ
ま
り
小
字
を
束
ね
た
小
字
耕
地
絵
図
を
作
成
し
て
、
と
も
に
耕
地
の
所
在
地
を
地
図
に
示
し
て
周
到
な
管
理
や
基
盤
整
備
を
進
め
、
村
の
充
実
と
貢
租
の
確
保
を
目
指
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
土
地
利
用
主
体
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
で
実
体
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
土
地
制
度
の
転
換
の
有
無
を
証
明
す
る
に
は
、
各
地
域
の
検
地
帳
に
よ
り
江
戸
時
代
を
通
じ
て
の
検
地
実
施
過
程
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
小
論
で
は
こ
の
検
討
を
成
し
え
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
傍
証
と
し
て
、
次
の
一
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
宮
津
市
大
島
区
に
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
割
換
制
か
ら
永
代
所
持
制
へ
の
転
換
時
の
区
有
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
注
三
二
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
嶋
村
に
お
い
て
、
割
換
か
ら
永
代
所
持
に
転
換
す
る
こ
と
を
決
め
て
、
最
後
の
割
換
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
数
年
後
、
村
人
の
間
に
耕
地
条
件
の
良
し
悪
し
に
対
す
る
不
満
が
増
大
し
た
。
そ
の
た
め
、
結
局
、
村
人
の
間
で
次
の
割
換
を
最
後
と
す
る
こ
と
を
も
う
一
度
確
認
し
た
う
え
で
、
再
度
割
換
を
実
施
し
て
永
代
所
持
に
最
終
的
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
現
象
は
大
嶋
村
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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（
三
）
耕
地
全
図
、
小
字
耕
地
絵
図
と
ム
ラ
の
特
色
で
は
、
な
ぜ
宮
津
藩
、
村
岡
陣
屋
、
鳥
取
藩
は
耕
地
全
図
を
指
向
し
、
松
江
藩
、
萩
藩
は
小
字
耕
地
絵
図
を
指
向
し
た
の
か
（
注
三
三
）
。
両
地
域
の
何
が
要
因
に
な
っ
て
異
な
る
指
向
が
生
じ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ム
ラ
の
構
造
の
違
い
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
地
域
で
は
、「
標
準
型
」
の
村
落
構
造
の
ム
ラ
が
多
く
、
後
者
の
地
域
で
は
「
煙
山
村
型
」
の
村
落
構
造
の
ム
ラ
が
多
い
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
標
準
型
」
の
藩
政
村
で
は
、
一
藩
政
村
一
集
落
が
多
く
、
複
数
の
集
落
が
あ
る
場
合
も
含
め
て
、
藩
政
村
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
村
落
共
同
体
の
諸
機
能
・
契
機
（
ム
ラ
に
よ
る
水
田
管
理
（
水
組
）、
部
落
有
林
野
の
運
営
（
山
組
）、
ム
ラ
の
寺
社
の
維
持
・
祭
り
な
ど
）
か
い
と
を
藩
政
村
の
空
間
単
位
に
お
い
て
重
層
的
に
担
う
。
小
字
、
垣
内
な
ど
の
小
地
域
集
団
や
近
隣
組
織
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
役
割
は
限
定
的
で
、
藩
政
村
全
体
に
よ
る
管
理
の
も
と
に
あ
る
。
集
落
規
模
は
五
〇
戸
前
後
時
に
は
一
〇
〇
戸
と
大
き
く
、
そ
の
戸
数
が
そ
の
ま
ま
藩
政
村
の
規
模
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
煙
山
村
型
」
の
藩
政
村
で
は
、
一
藩
政
村
が
多
集
落
か
ら
成
り
、
村
落
共
同
体
の
諸
機
能
・
契
機
は
、
藩
政
村
と
集
落
や
数
集
落
の
ま
と
ま
り
に
分
与
さ
れ
、
諸
契
機
ご
と
に
担
う
単
位
が
ず
れ
て
重
合
し
な
い
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
個
々
の
集
落
は
一
〇
数
戸
〜
三
〇
戸
前
後
で
あ
る
が
、
集
落
数
が
数
個
〜
一
〇
個
あ
る
た
め
、
藩
政
村
の
規
模
は
標
準
型
に
比
べ
て
大
き
く
な
る
。
標
準
型
は
大
和
・
山
城
な
ど
の
畿
内
に
典
型
的
で
、
北
陸
地
方
や
因
幡
東
部
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
煙
山
村
型
は
中
国
地
方
に
典
型
的
で
、
神
奈
川
県
、
岩
手
県
な
ど
に
も
こ
の
タ
イ
プ
の
ム
ラ
が
多
い
（
注
三
四
）
。
一
村
域
全
体
の
耕
地
を
一
枚
の
絵
図
に
ま
と
め
る
耕
地
全
図
は
、
標
準
型
の
藩
政
村
地
域
に
適
合
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
小
村
絵
図
」
や
「
輪
切
絵
図
」
な
ど
の
小
字
耕
地
絵
図
は
、
煙
山
村
型
の
藩
政
村
地
域
に
適
合
的
で
あ
る
。
松
江
藩
に
お
け
る
文
化
年
間
の
「
輪
」
の
設
定
と
そ
の
後
の
社
会
単
位
と
し
て
の
充
実
は
小
地
域
に
よ
る
ム
ラ
機
能
が
強
ま
る
過
程
を
意
味
す
る
。
山
野
を
介
し
た
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ム
ラ
機
能
と
は
別
の
、
水
田
・
用
水
を
紐
帯
に
し
た
ム
ラ
機
能
で
あ
り
、
小
地
域
に
よ
る
ま
と
ま
り
が
村
の
再
生
産
に
と
っ
て
適
合
的
ゆ
え
に
、
歴
史
を
通
じ
て
小
地
域
に
よ
る
ム
ラ
機
能
の
形
成
が
再
帰
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
「
時
間
の
克
服
」
の
ひ
と
こ
ま
と
考
え
ら
れ
る
（
注
三
五
）
。五
お
わ
り
に
村
絵
図
を
、
藩
政
基
礎
資
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
の
地
域
を
描
写
す
る
地
図
と
し
て
捉
え
る
。
こ
れ
を
目
指
し
た
小
論
が
提
示
し
た
内
容
は
、
い
ま
だ
十
分
な
証
明
に
至
ら
な
い
覚
え
書
き
で
あ
る
。
村
々
絵
図
を
は
じ
め
、
小
論
で
は
、
扱
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
村
絵
図
の
類
型
や
事
例
も
多
い
。
残
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
他
日
を
期
し
た
い
。
注（一
）
矢
守
一
彦
（
一
九
七
四
）
が
論
じ
て
い
る
。
矢
守
『
都
市
図
の
歴
史
日
本
編
』
講
談
社
一
九
七
四
年
五
月
（
二
）
松
尾
「
第
四
章
地
方
絵
図
」『
宮
津
市
史
絵
図
編
』
所
収
宮
津
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
五
年
三
月
（
三
）
市
町
村
史
に
お
い
て
村
絵
図
を
資
料
編
で
扱
っ
た
研
究
成
果
の
早
い
も
の
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
（
安
藤
慶
一
郎
・
矢
守
一
彦
）『
春
日
井
市
史
近
世
村
絵
図
集
』（
春
日
井
市
史
資
料
編
別
冊
）
春
日
井
市
、
二
八
＋
三
頁
＋
ト
レ
ー
ス
図
二
五
点
一
九
六
四
年
三
月
（
四
）
木
村
東
一
郎
『
近
世
村
絵
図
研
究
』
一
九
六
二
年
同
『
江
戸
時
代
の
地
図
に
関
す
る
研
究
』（
日
本
史
研
究
叢
書
〈
二
〉）
一
九
六
七
年
同
『
村
図
の
歴
史
地
理
学
』
一
九
七
八
年
八
月
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同
『
近
世
地
図
史
研
究
』
一
九
八
七
年
一
一
月
（
五
）
川
村
博
忠
「
近
世
防
長
の
村
絵
図
・
郡
図
に
つ
い
て
」『
地
理
』
二
九
―
一
一
、
一
九
八
四
年
同
「
藩
政
基
本
資
料
と
し
て
の
地
方
絵
図
―
萩
藩
の
村
図
・
郡
図
・
小
村
図
―
」『
歴
史
地
理
学
紀
要
』
三
〇
、
九
三
―
一
二
二
、
一
九
八
八
年
同
『
近
世
絵
図
と
測
量
術
』
古
今
書
院
一
九
九
二
年
（
六
）
五
十
嵐
勉
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
藩
製
郷
村
絵
図
に
関
す
る
一
考
察
―
肥
前
国
神
埼
郡
を
事
例
に
―
」『
立
命
館
地
理
学
』
二
、
二
三
―
三
六
、
一
九
九
〇
年
岩
崎
公
弥
「
メ
ソ
ス
ケ
ー
ル
地
域
の
地
誌
的
資
料
と
し
て
の
近
世
村
絵
図
の
利
用
」『
歴
史
地
理
学
』、
一
七
二
（
三
七
―
一
）、
一
九
九
五
年
梶
川
勇
作
・
溝
口
常
俊
「
名
古
屋
周
辺
に
お
け
る
近
世
村
の
歴
史
地
理
」『
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
史
学
・
考
古
学
・
地
理
学
篇
』
二
一
、
一
―
四
〇
頁
二
〇
〇
一
年
（「
第
８
章
村
の
歴
史
地
誌
」『
新
修
名
古
屋
市
史
３
巻
』
一
九
九
九
年
所
収
を
改
稿
）
岩
崎
公
弥
（
一
九
九
五
）
の
提
案
や
梶
川
勇
作
・
溝
口
常
俊
（
一
九
九
九
、
二
〇
〇
一
）
の
地
誌
資
料
と
し
て
の
活
用
の
実
践
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
村
絵
図
が
近
世
地
誌
の
附
属
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
た
、
作
成
目
的
に
沿
っ
た
利
用
方
法
で
あ
る
。
（
七
）
尾
張
藩
領
域
に
限
っ
て
、
近
世
村
絵
図
を
対
象
と
す
る
市
町
村
誌
（
史
）
資
料
編
の
刊
行
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
常
滑
市
誌
編
集
委
員
会
編
（
松
井
武
敏
・
安
藤
慶
一
郎
監
修
）『
常
滑
市
誌
・
近
世
村
絵
図
集
』
常
滑
市
役
所
一
九
七
七
年
九
月
知
多
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
知
多
市
誌
資
料
編
一
近
世
村
絵
図
集
』
知
多
市
役
所
一
九
七
八
年
一
一
月
常
滑
市
誌
編
集
委
員
会
編
（
松
井
武
敏
・
安
藤
慶
一
郎
監
修
）『
常
滑
市
誌
絵
図
・
地
図
編
』
常
滑
市
役
所
一
九
七
九
年
三
月
武
豊
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
武
豊
町
誌
資
料
編
一
近
世
村
絵
図
・
地
図
集
』
武
豊
町
一
九
七
九
年
一
〇
月
美
浜
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
美
浜
町
誌
資
料
編
一
近
世
村
絵
図
集
』
美
浜
町
一
九
八
〇
年
一
二
月
大
府
市
誌
編
さ
ん
刊
行
委
員
会
編
『
大
府
市
誌
近
世
村
絵
図
集
』
大
府
市
役
所
一
九
八
二
年
九
月
阿
久
比
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
阿
久
比
町
誌
資
料
編
一
村
絵
図
』
阿
久
比
町
一
九
八
六
年
一
月
八
開
村
史
編
さ
ん
委
員
会
・
八
開
村
史
調
査
編
集
委
員
会
編
『
八
開
村
史
資
料
編
一
村
絵
図
集
』
八
開
村
役
場
一
九
九
〇
年
八
月
（
八
）
松
尾
「
鳥
取
市
域
の
近
世
・
近
代
期
土
地
租
税
関
係
資
料
の
所
在
状
況
―
景
観
復
原
と
地
域
の
再
構
成
に
む
け
て
の
基
礎
調
査
―
」
鳥
取
大
学
教
養
部
「
歴
史
と
社
会
」
研
究
会
編
『
論
叢
歴
史
と
社
会
』
所
収
鳥
取
大
学
教
養
部
三
七
―
八
三
頁
一
九
九
四
年
三
月
同
「
鳥
取
平
野
の
農
地
形
態
・
用
排
水
網
・
土
地
生
産
性
と
耕
地
整
理
・
土
地
改
良
に
よ
る
変
容
―
資
料
整
理
と
全
般
的
検
討
―
」『
鳥
取
市
史
研
究
』
一
八
、
一
一
―
四
七
頁
一
九
九
七
年
三
月
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同
「
明
治
期
鳥
取
平
野
の
農
地
と
農
村
―
近
代
的
土
地
改
良
以
前
の
姿
を
中
心
に
―
」『
鳥
取
市
史
研
究
』
二
〇
、
一
―
六
〇
頁
、
二
〇
〇
〇
年
三
月（
北
尾
泰
志
執
筆
）
鳥
取
県
立
博
物
館
『
平
成
八
年
度
資
料
調
査
報
告
書
第
二
十
四
集
―
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
土
地
租
税
関
係
絵
図
類
―
』
鳥
取
県
立
博
物
館
一
九
九
七
年
（
九
）
松
江
藩
で
は
、
近
世
後
期
に
、
村
の
水
田
所
在
地
を
数
地
区
に
分
割
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
小
地
域
エ
リ
ア
を
○
○
輪
と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
輪
の
名
称
が
ど
の
エ
リ
ア
を
占
め
る
の
か
を
図
示
し
た
村
絵
図
を
「
輪
切
絵
図
」
と
称
し
た
。
（
一
〇
）
大
蔵
省
編
『
府
県
地
租
改
正
紀
要
上
』『
同
下
』
大
蔵
省
、
一
八
八
二
年
（
大
蔵
省
編
『
府
県
地
租
改
正
紀
要
（
全
）』
復
刻
版
御
茶
の
水
書
房
一
九
七
九
年
）
（
一
一
）
広
島
国
税
局
が
所
蔵
し
て
い
た
中
国
地
方
五
県
の
土
地
・
租
税
資
料
は
い
っ
た
ん
一
九
五
一
年
に
廃
品
回
収
業
者
に
払
下
げ
ら
れ
た
が
、
一
九
五
二
―
六
〇
年
に
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
広
島
大
学
に
一
括
寄
贈
さ
れ
、
貴
重
資
料
と
し
て
閲
覧
複
写
利
用
で
き
る
。
鳥
取
県
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
田
畑
地
続
全
図
関
係
資
料
も
、
鳥
取
法
務
局
が
保
管
し
て
い
た
資
料
を
、
廃
棄
す
る
際
に
、
鳥
取
県
が
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
広
島
大
学
附
属
図
書
館
編
『
中
国
五
県
土
地
・
租
税
資
料
文
庫
目
録
第
１
部
』
広
島
大
学
附
属
図
書
館
一
九
六
五
年
三
月
（
一
二
）
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
小
野
武
夫
の
鹿
児
島
藩
、
佐
賀
藩
、
宇
和
島
藩
、
新
発
田
藩
の
事
例
分
析
と
全
国
の
土
地
制
度
に
関
す
る
研
究
、
戦
後
に
は
竹
安
繁
治
や
丹
羽
邦
男
ら
の
研
究
成
果
が
あ
る
。
小
野
武
夫
（
調
査
）（
農
商
務
省
農
務
局
編
）『
舊
佐
賀
藩
ノ
農
民
土
地
制
度
』
帝
國
農
會
一
九
二
二
年
同
（
農
商
務
省
農
務
局
編
）『
舊
鹿
兒
島
藩
ノ
門
割
制
度
』
帝
國
農
會
一
九
二
二
年
同
『
旧
宇
和
島
藩
の
鬮
持
制
度
』
小
野
武
夫
（
自
費
出
版
）
一
九
二
四
年
同
『
舊
新
發
田
藩
の
開
墾
政
策
と
土
地
慣
習
』
出
版
社
不
明
一
九
二
五
年
同
『
土
地
經
濟
史
考
證
』
巖
松
堂
書
店
一
九
三
一
年
同
『
明
治
前
期
土
地
制
度
史
論
』
有
斐
閣
一
九
四
八
年
竹
安
繁
治
『
近
世
封
建
制
の
土
地
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
一
九
六
六
年
丹
羽
邦
男
『
明
治
維
新
の
土
地
変
革
―
領
主
的
土
地
所
有
の
解
体
を
め
ぐ
っ
て
―
』
御
茶
の
水
書
房
一
九
六
二
年
（
一
九
七
八
年
改
装
）
同
『
土
地
問
題
の
起
源
―
村
と
自
然
と
明
治
維
新
―
』
平
凡
社
一
九
八
九
年
（
一
三
）
た
だ
し
、
戦
後
古
島
敏
雄
が
牽
引
し
た
移
行
期
土
地
制
度
史
の
研
究
者
は
、「
土
地
割
換
制
（
割
地
制
・
鬮
地
制
）
と
は
、
近
世
村
落
の
形
成
と
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そ
れ
に
も
と
づ
く
石
高
制
の
設
定
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
も
の
」（
丹
羽
一
九
八
九
）
と
理
解
し
て
い
る
が
、
中
世
村
落
か
ら
近
世
村
落
へ
の
移
行
、
太
閤
検
地
、
入
会
林
野
等
に
関
す
る
古
島
ら
の
理
解
は
、
現
在
の
研
究
成
果
に
照
ら
し
て
修
正
す
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。
土
地
割
換
制
に
対
す
る
理
解
も
再
検
討
を
要
す
る
。
（
一
四
）
中
世
荘
園
絵
図
の
空
間
認
識
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
、

川
絵
図
研
究
会
編
（
一
九
八
八
、
一
九
八
九
）
を
参
照
。

川
絵
図
研
究
会
編
『
絵
図
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
上
』
地
人
書
房
一
九
八
八
年
、『
同
下
』
一
九
八
九
年
（
一
五
）
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科
の
常
緑
高
木
の
樹
脂
を
原
料
と
す
る
黄
色
絵
具
（
一
六
）
た
だ
し
、
結
城
素
明
（
一
九
四
四
）
は
、
在
地
に
残
る
日
記
等
に
よ
っ
て
、
佐
藤
が
天
保
一
二
〜
一
五
年
に
宮
津
に
滞
在
し
て
『
丹
哥
府
誌
』
の
挿
画
を
作
成
し
た
こ
と
は
確
認
が
と
れ
る
が
、
天
保
六
〜
一
二
年
に
耕
地
全
図
を
作
成
し
た
か
否
か
は
記
録
等
の
証
拠
が
な
い
と
し
て
否
定
的
で
あ
る
。
結
城
素
明
『
勤
皇
画
家
佐
藤
正
持
』
弘
文
社
一
九
四
四
年
（
一
七
）
萩
藩
の
村
絵
図
に
関
す
る
川
村
（
一
九
八
八
）、
山
口
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
。
川
村
博
忠
「
藩
政
基
本
資
料
と
し
て
の
地
方
絵
図
―
萩
藩
の
村
図
・
郡
図
・
小
村
図
―
」『
歴
史
地
理
学
紀
要
』
三
〇
、
九
三
―
一
二
二
頁
一
九
八
八
年
山
口
大
学
図
書
館
林
家
絵
図
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。w
w
w
.lib.yam
aguchi-u.ac.jp/hayashi/
（
一
八
）
萩
藩
に
お
け
る
郡
図
（
一
郡
図
・
三
郡
図
）
の
作
成
に
お
い
て
、
平
面
図
と
鳥
瞰
図
と
に
視
座
が
使
い
分
け
ら
れ
た
の
は
、
当
時
、
藩
主
等
の
上
覧
に
与
る
絵
図
は
鳥
瞰
図
（
俯
瞰
図
）
が
格
式
に
則
っ
た
も
の
で
、
平
面
図
は
あ
く
ま
で
も
実
務
用
に
過
ぎ
な
い
と
の
観
念
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
伊
能
図
の
作
成
に
際
し
て
、
高
橋
至
時
は
、
測
量
図
面
と
は
異
な
り
、
献
上
図
を
景
観
図
と
し
て
仕
上
げ
る
こ
と
を
早
く
か
ら
決
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
共
通
す
る
も
の
で
、
当
時
の
通
念
と
し
て
、
絵
画
と
し
て
の
美
麗
さ
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
風
景
画
の
視
座
で
あ
る
鳥
瞰
図
（
俯
瞰
図
）
が
採
用
さ
れ
た
。
（
一
九
）
触
状
が
記
す
よ
う
に
、『
張
州
府
志
』
は
寛
政
年
間
に
補
訂
さ
れ
た
。
（
二
〇
）
愛
知
県
図
書
館
が
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
二
日
〜
二
〇
〇
四
年
四
月
一
八
日
に
行
っ
た
郷
土
資
料
常
設
展
「
尾
張
藩
の
村
絵
図
」
に
お
け
る
解
説
文
面
に
よ
る
。
（
二
一
）
天
保
・
嘉
永
期
の
村
絵
図
の
仕
様
に
つ
い
て
の
代
官
の
村
へ
の
達
し
に
つ
い
て
は
、
一
宮
市
（
一
九
六
八
）
に
所
収
さ
れ
た
史
料
を
用
い
た
梶
川
・
溝
口
（
二
〇
〇
一
）
の
解
説
に
よ
る
。
一
宮
市
『
一
宮
市
史
資
料
編
八
』
一
宮
市
一
九
六
八
年
専修人文論集１０２号 36
江
戸
時
代
後
期
に
尾
張
藩
が
作
成
し
た
郡
別
の
縮
刷
村
絵
図
冊
子
は
、
愛
知
県
図
書
館
に
『
愛
知
郡
村
邑
全
図
』
の
ほ
か
、『
中
嶋
郡
村
邑
全
図
』『
海
東
郡
村
邑
全
図
』『
海
西
郡
村
邑
全
図
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
二
二
）
旧
愛
知
県
庁
文
書
課
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
村
絵
図
等
の
尾
張
藩
資
料
が
徳
川
黎
明
会
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
）
と
愛
知
県
図
書
館
へ
引
き
渡
し
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
て
教
示
を
得
た
。
（
二
三
）
羽
山
久
男
『
知
行
絵
図
と
村
落
空
間
―
徳
島
・
佐
賀
・
萩
・
尾
張
藩
と
河
内
国
古
市
郡
の
比
較
研
究
―
』
古
今
書
院
二
〇
一
五
年
（
二
四
）
松
江
藩
の
輪
切
絵
図
に
関
し
て
、
次
の
先
行
研
究
を
参
照
し
た
。
原
伝
「
松
江
藩
の
田
租
法
と
「
輪
」」『
経
済
史
研
究
』
一
一
、
一
九
三
〇
年
高
木
幹
雄
「
松
江
藩
に
お
け
る
「
輪
」
の
地
理
的
性
格
」『
人
文
地
理
』
一
八
―
三
、
二
九
五
―
三
〇
二
頁
、
一
九
六
六
年
上
杉
和
央
・
大
矢
幸
雄
・
石
倉
舞
美
「
松
江
藩
領
全
域
を
お
お
う
「
輪
切
絵
図
」
―
安
定
的
な
年
貢
確
保
を
目
的
に
―
」『
松
江
歴
史
館
研
究
紀
要
』
二
、
六
七
－
七
八
頁
、
二
〇
一
二
年
「
輪
切
帳
」
と
「
輪
切
絵
図
」
の
史
資
料
と
所
在
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。
「
輪
切
帳
」
に
つ
い
て
は
、
広
島
大
学
附
属
図
書
館
編
『
中
国
五
県
土
地
・
租
税
資
料
文
庫
目
録
第
１
部
』
一
九
六
五
年
の
次
の
資
料
番
号
の
資
料
７
．
八
束
郡
七
―
三
島
根
郡
村
浦
有
高
輪
切
帳
安
政
四
二
冊
七
―
四
島
根
郡
村
有
高
輪
切
帳
（
下
郡
勘
十
郎
）
文
久
二
一
二
三
枚
「
輪
切
絵
図
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
大
学
図
書
館
蘆
田
文
庫
『
蘆
田
文
庫
目
録
古
地
図
編
』
二
〇
〇
四
年
三
月
を
は
じ
め
と
す
る
次
の
資
料
が
あ
る七
三
島
根
県
（
出
雲
、
石
見
、
隠
岐
国
）
七
三
―
四
―
一
意
宇
郡
村
繪
圖
〜
七
三
―
四
―
一
一
出
雲
郡
村
々
繪
圖
仁
多
郡
役
所
（
島
根
県
）（
上
野
富
太
郎
編
）『
島
根
県
仁
多
郡
誌
』
一
九
一
九
年
（
復
刻
版
臨
川
書
店
一
九
八
六
年
一
一
月
）
『
郷
土
母
里
』
一
九
三
七
年
（
二
五
）
大
蔵
省
編
（
一
八
八
二
）
に
よ
る
金
沢
藩
の
土
地
割
換
制
へ
の
言
及
は
、
丹
羽
（
一
九
八
九
）
が
紹
介
し
て
い
る
（
四
九
頁
）。
大
蔵
省
編
（
一
八
八
二
）
が
示
す
各
地
の
改
組
状
況
に
関
し
て
は
、
桑
原
公
徳
（
一
九
八
五
）
に
詳
し
い
。
桑
原
公
徳
「『
府
県
地
租
改
正
紀
要
』
に
み
る
地
図
と
土
地
丈
量
」『
鷹
陵
史
学
』
一
〇
、
一
一
三
―
一
五
〇
頁
、
一
九
八
五
年
九
月
（
二
六
）
金
沢
藩
領
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
割
換
事
例
に
関
し
て
は
、
多
く
の
既
存
研
究
が
あ
る
。
た
だ
、
制
度
・
慣
習
の
説
明
と
各
地
の
事
例
紹
介
に
と
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ど
ま
り
、
藩
領
域
で
の
実
施
状
況
の
地
域
差
や
永
代
所
有
へ
の
転
換
の
有
無
等
の
研
究
例
に
乏
し
い
。
河
合
祐
之
『
河
合
録
』
六
巻
一
八
四
七
年
と
く
に
四
之
巻
の
「
一
七
七
田
地
割
之
事
附
、
鬮
替
」
の
箇
所
（
服
藤
弘
司
解
説
）（
藩
法
研
究
会
（
代
表
石
井
良
助
）
編
『
藩
法
集

』
創
文
社
所
収
一
九
六
六
年
）
「
三
田
地
割
」
金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
金
沢
市
史
』
通
史
編
２
近
世
金
沢
市
所
収
六
五
八
―
六
六
二
頁
、
二
〇
〇
五
年
「
第
三
章
土
地
と
村
人
第
二
節
田
地
割
制
度
」
金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
金
沢
市
史
』
資
料
編
９
近
世
七
農
政
と
村
方
金
沢
市
所
収
二
八
七
―
三
一
六
頁
二
〇
〇
二
年
（
二
七
）
金
沢
藩
の
藩
政
資
料
を
所
蔵
す
る
、
金
沢
市
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
の
加
越
能
文
庫
に
、
加
賀
国
と
越
中
国
の
村
概
観
絵
図
が
合
わ
せ
て
数
点
残
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
村
概
観
絵
図
は
、
宮
津
藩
の
村
概
観
絵
図
の
「
２
大
嶋
村
絵
図
（
絵
図
集
四
二
）」（
松
尾
二
〇
〇
五
解
説
の
一
〇
一
頁
）
と
類
似
し
た
、
絵
画
的
な
鳥
瞰
図
（
俯
瞰
図
）
の
村
絵
図
で
あ
る
。
た
だ
し
、
各
絵
図
の
描
く
範
囲
が
や
や
広
い
の
で
郷
村
図
と
呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
村
概
観
絵
図
の
、
加
越
能
文
庫
で
の
目
録
番
号
と
絵
図
の
名
前
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
六
六
〇
―
一
五
三
加
州
鹿
嶋
之
図
。
一
六
六
〇
―
一
五
四
加
州
石
立
浜
之
図
。
一
六
六
〇
―
一
五
七
加
州
平
加
之
図
。
一
六
六
〇
―
一
五
九
加
州
宮
保
之
図
。
一
六
六
〇
―
一
七
二
越
中
砺
波
郡
五
ヶ
山
々
中
絵
図
絵
図
等
の
熟
覧
調
査
に
際
し
て
、
史
料
の
有
無
や
藩
政
史
上
の
時
期
、
参
考
文
献
等
に
つ
い
て
、
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
員
の
方
々
に
多
大
の
ご
教
示
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
（
二
八
）
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
に
村
御
印
を
発
給
し
、
寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）
年
に
明
暦
以
後
の
新
開
高
・
手
上
高
（
未
届
け
増
加
分
の
自
己
申
告
高
）・
検
地
引
高
（
荒
れ
等
の
確
認
済
分
の
引
高
）
を
加
除
し
て
村
御
印
を
再
交
付
し
た
の
で
、
形
式
上
検
地
を
実
施
し
た
と
み
な
せ
る
が
、
主
に
竿
入
り
で
は
な
く
帳
面
上
の
変
更
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
（
二
九
）
金
沢
藩
の
農
政
史
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
が
あ
る
。
若
林
喜
三
郎
（
一
九
七
〇
）『
加
賀
藩
農
政
史
の
研
究
上
巻
』
吉
川
弘
文
館
一
九
七
〇
年
、『
同
下
巻
』
一
九
七
二
年
（
三
〇
）
松
戸
市
小
金
綿
貫
家
文
書
（
千
葉
県
文
書
館
に
寄
託
）『
小
金
牧
大
絵
図
』
寛
文
一
二
（
一
六
七
二
）
年
頃
石
戸
啓
夫
『
明
治
前
期
の
十
余
一
村
絵
図
（
図
で
見
る
白
井
の
変
遷
（
白
井
の
古
図

））』
白
井
市
郷
土
資
料
館
二
〇
〇
四
年
石
戸
啓
夫
『
天
保
８
年
平
塚
村
絵
図
（
図
で
見
る
白
井
の
変
遷
（
白
井
の
古
図

））』
白
井
市
郷
土
資
料
館
二
〇
〇
五
年
石
戸
啓
夫
『
文
化
１３
年
白
井
木
戸
新
田
麁
絵
図
（
図
で
見
る
白
井
の
変
遷
（
白
井
の
古
図

））』
白
井
市
郷
土
資
料
館
二
〇
〇
五
年
幕
府
牧
を
め
ぐ
る
村
々
の
争
論
資
料
・
絵
図
を
用
い
た
研
究
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
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吉
田
伸
之
、
渡
辺
尚
志
編
『
近
世
房
総
地
域
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
吉
田
伸
之
「
野
と
村
」
一
三
―
五
八
頁
原
直
史
「
慶
応
二
年
開
墾
奨
励
令
と
房
総
農
村
」
五
九
―
一
〇
四
頁
大
谷
貞
夫
『
江
戸
幕
府
の
直
営
牧
』
岩
田
書
院
二
〇
〇
九
年
松
尾
注
（
二
）
の
、
と
く
に
山
野
絵
図
・
林
野
利
用
絵
図
・
山
論
絵
図
、
河
海
絵
図
・
漁
場
絵
図
・
漁
場
争
論
絵
図
の
箇
所
（
三
一
）
久
留
島
浩
『
近
世
幕
領
の
行
政
と
組
合
村
』
東
京
大
学
出
版
会
二
〇
〇
二
年
八
月
上
原
秀
明
近
世
後
期
・
甲
斐
国
に
お
け
る
「
組
合
村
」
に
つ
い
て
、『
人
文
地
理
』
三
二
―
四
、
二
八
九
―
三
一
一
一
九
八
〇
年
（
三
二
）
こ
の
大
島
区
有
文
書
は
、『
宮
津
市
史
史
料
編
第
三
巻
』
に
文
書
番
号
一
五
九
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
嶋
村
の
こ
の
事
例
と
比
べ
て
七
〇
年
余
以
前
の
宝
暦
〜
明
和
年
間
に
、
日
置
浜
村
に
お
い
て
田
地
割
が
実
施
さ
れ
、
割
換
か
ら
永
代
持
に
切
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
同
じ
く
文
書
番
号
一
五
二
、
一
五
三
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。『
宮
津
市
史
通
史
編
下
巻
』
一
七
四
―
一
七
六
頁
が
、
こ
の
文
書
に
よ
り
当
地
の
「
地
割
り
慣
行
」
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
（
三
三
）
鳥
取
藩
は
耕
地
全
図
と
と
も
に
、
小
字
耕
地
図
冊
も
作
成
し
て
い
る
の
で
、
両
タ
イ
プ
の
漸
移
地
帯
と
み
な
す
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
（
三
四
）
標
準
型
、
煙
山
村
型
の
ほ
か
に
、
須
恵
村
型
が
あ
る
。
一
藩
政
村
が
多
集
落
か
ら
成
り
、
集
落
の
規
模
は
一
〇
戸
以
下
の
小
村
で
、
一
藩
政
村
内
に
一
〇
数
個
〜
二
〇
数
個
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
藩
政
村
の
空
間
規
模
、
戸
数
と
も
に
標
準
型
に
比
べ
て
大
き
い
。
村
落
共
同
体
の
諸
機
能
は
個
々
の
集
落
に
重
層
す
る
こ
と
が
多
く
、
藩
政
村
に
は
実
質
的
な
共
同
体
機
能
が
み
ら
れ
な
い
、
つ
ま
り
、
藩
政
村
は
行
政
村
と
し
て
の
役
割
を
担
う
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
い
。
九
州
や
四
国
の
山
間
部
や
東
北
北
部
に
典
型
的
な
村
が
多
い
。
近
世
日
本
の
村
に
は
、
歴
史
的
な
村
の
発
達
・
緊
縮
過
程
が
異
な
る
こ
れ
ら
三
タ
イ
プ
が
あ
り
、
空
間
的
に
、
畿
内
を
核
に
し
て
同
心
円
的
な
分
布
を
示
す
。
こ
れ
ら
三
タ
イ
プ
が
、
近
代
以
降
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
日
本
村
落
の
基
本
構
造
を
形
づ
く
っ
て
き
た
。
こ
の
村
落
特
性
は
、
つ
と
に
水
津
一
朗
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
（
水
津
一
九
五
七
、
一
九
六
四
、
一
九
六
九
）。
水
津
一
朗
「
村
落
制
度
」（
木
内
信
蔵
・
藤
岡
謙
二
郎
・
矢
嶋
仁
吉
編
『
集
落
地
理
講
座
第
１
巻
総
論
』
朝
倉
書
店
所
収
）
三
一
五
―
三
四
四
頁
一
九
五
七
年
同
『
社
会
地
理
学
の
基
本
問
題
』
大
明
堂
一
九
六
四
年
同
『
社
会
集
団
の
生
活
空
間
』
大
明
堂
一
九
六
九
年
（
三
五
）
「
時
間
の
克
服
」Überw
indung
der
Zeit
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
リ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
概
念
。O
tto
Schlüter,1906,D
ie
Ziele
der
G
eographie
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des
M
enschen.
M
ünchen-B
erlin
水
津
一
朗
「
形
態
と
発
生
」（
木
内
信
蔵
・
西
川
治
編
『
地
理
学
総
論
』（
朝
倉
地
理
学
講
座
１
）
朝
倉
書
店
）
所
収
一
一
五
―
一
四
〇
頁
一
九
六
七
年
同
『
近
代
地
理
学
の
開
拓
者
た
ち
』
地
人
書
房
一
九
七
四
年
﹇
付
記
﹈
二
〇
一
七
年
九
月
に
環
境
地
理
学
科
同
僚
の
上
原
秀
明
先
生
が
病
の
た
め
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
上
原
先
生
に
は
と
も
に
大
学
院
生
の
時
、

川
絵
図
研
究
会
を
契
機
に
研
究
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
近
世
村
落
や
民
俗
・
生
業
に
話
題
は
広
が
り
ま
し
た
。
国
絵
図
調
査
や
九
州
の
五
木
村
・
五
家
荘
の
山
村
に
ご
一
緒
し
た
こ
と
が
、
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
初
め
て
お
話
し
し
て
か
ら
三
四
年
に
わ
た
る
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
小
論
を
、
上
原
先
生
の
ご
霊
前
に
手
向
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
